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(57)【要約】
　デュアルコネクティビティキャリアアグリゲーション
環境における、休止セルに関する動的セルモード表示お
よびチャネル状態情報の報告。ＵＥは、非コロケートｅ
ＮＢに関連付けられるセルのキャリアアグリゲーション
のために構成され得、それは、マスタｅＮＢ（ＭｅＮＢ
）と１つまたは複数の二次ｅＮＢ（ＳｅＮＢ）とを含み
得、各々が複数のキャリア周波数をサポートする。Ｍｅ
ＮＢまたはＳｅＮＢの二次セルに関するセルモードのイ
ンジケータは、ブロードキャスト機構を使用して周期的
に送られ、示された期間内でアクティブサブ期間または
休止サブ期間を構成することができる。インジケータは
、ＭｅＮＢに関する一次セルまたはＳｅＮＢに関する特
殊二次セルによって送信され得る。代替では、インジケ
ータは二次セルによって送信され得る。ＣＳＩ測定が休
止セルに関して生じるとき、ＵＥは、休止期間にわたっ
てＣＳＩを報告すること、休止期間にわたってＣＳＩ報
告を抑制すること、または休止期間にわたって、いくつ
かのタイプのＣＳＩを報告し、他のタイプのＣＳＩを報
告しないことが可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数キャリア構成に関するセル休止の表示を監視すること、前記複数キャリア構成が第
１のキャリアグループと第２のキャリアグループとを含む、と、
　前記第１のキャリアグループが、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリアだけ、あ
るいは前記一次キャリアと１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第１のセ
ットと、を含むことと、
　前記第２のキャリアグループが、第２の基地局と関連付けられ、１つまたは複数の二次
キャリアを含む二次キャリアの第２のセットを含むことと、
　前記監視することに基づいて、二次キャリアの前記第１のセットまたは二次キャリアの
前記第２のセットのうちの少なくとも１つからの１つまたは複数の二次キャリアが休止で
あるかどうかを決定することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記決定することが、
　受信されたセルモードインジケータに基づいて、二次キャリアの前記第１のセットまた
は二次キャリアの前記第２のセットのうちの少なくとも１つからの二次キャリアが休止で
あると決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記決定することが、
　セルモードインジケータの不存在に基づいて、二次キャリアの前記第１のセットまたは
二次キャリアの前記第２のセットのうちの少なくとも１つからの二次キャリアが休止であ
ると決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記監視することが、
　二次キャリアの前記第１のセットからの前記１つまたは複数の二次キャリアに関連付け
られるセルモードインジケータに関する前記第１のキャリアグループの前記一次キャリア
を監視することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記監視することが、
　二次キャリアの前記第１のセットの前記１つまたは複数の二次キャリアに関連付けられ
るセルモードインジケータに関する前記第１のキャリアグループからの前記１つまたは複
数の二次キャリアを監視することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記二次キャリアグループが特殊二次キャリアを備え、
　前記監視することが、二次キャリアの前記第２のセットの前記１つまたは複数の二次キ
ャリアに関連付けられるセルモードインジケータに関する前記特殊二次キャリアを監視す
ること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記二次キャリアグループが特殊二次キャリアを備え、
　前記監視することが、二次キャリアの前記第２のセットの前記１つまたは複数の二次キ
ャリアに関連するセルモードインジケータに関する二次キャリアの前記第２のセットの前
記１つまたは複数の二次キャリアを監視することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記監視することが、セル休止の前記表示を備えたダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に
関する所定の時間間隔で前記第１のキャリアグループの少なくとも第１のキャリアとおよ
び前記第２のキャリアグループの少なくとも第２のキャリアとの１つまたは複数の探索空
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間を監視することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数キャリア構成に関するセル休止の前記表示を監視することが、二次キャリアの
前記第１および前記第２のセットの二次キャリアのアクティブ化状態に基づく、請求項１
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数の二次キャリアに関連付けられるセル休止の表示を受信すること
をさらに備え、
　前記決定することが、前記１つまたは複数の二次キャリアが所定の時間期間にわたって
休止であると決定することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数の二次キャリアに関連付けられるセル休止の表示を受信すること
をさらに備え、
　前記決定することが、次のセル休止表示が受信されるまで、前記１つまたは複数の二次
キャリアが休止であると決定することを備える
　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　少なくとも１つの二次キャリアが複数キャリア構成で動作するＵＥにおいて休止である
と決定すること、前記複数キャリア構成が第１のキャリアグループと第２のキャリアグル
ープとを備える、と、
　前記第１のキャリアグループが、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリアだけ、あ
るいは前記一次キャリアと１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第１のセ
ットと、を含むことと、
　前記第２のキャリアグループが、第２の基地局と関連付けられ、１つまたは複数の二次
キャリアを含む二次キャリアの第２のセットを含むことと、
　前記少なくとも１つの二次キャリアが休止であると前記決定することに少なくとも部分
的に基づいて、前記少なくとも１つの二次キャリアに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）
報告構成を決定することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの二次キャリアが、前記第１の基地局または前記第２の基地局と関
連付けられるかを決定することと、
　前記決定された関連付けに基づいて、および前記ＣＳＩ報告構成に従って、前記第１の
基地局または前記第２の基地局に対して、前記少なくとも１つの二次キャリアに関するＣ
ＳＩ報告を実行することと、
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＣＳＩ報告構成が、
　周期的ＣＳＩ報告もしくは非周期的ＣＳＩ報告のうちの１つもしくは複数、またはそれ
らの組合せに関して、前記少なくとも１つの二次キャリアに関するＣＳＩ報告を抑制する
ことを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＣＳＩ報告構成が、
　前記少なくとも１つの二次キャリアが非休止であった少なくとも１つの時間期間の間の
前記少なくとも１つの二次キャリアのチャネル測定値に基づいてＣＳＩを報告することを
備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＣＳＩ報告構成が、前記少なくとも１つの時間期間からの前記チャネル測定値を平
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均化することをさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの二次キャリアに関するＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定構成
を決定することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定構成に従って、前記少なくとも１つの二次キャリアに関するＣＳ
Ｉ－ＲＳ測定を実行することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値と前記決定されたＣＳＩ報告構成とに基づいて、ＣＳＩを報告
することと、
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記報告されたＣＳＩが、前記少なくとも１つの二次キャリアのチャネル測定値、前記
少なくとも１つの二次キャリアの干渉測定値のうちの１つもしくは複数、またはそれらの
組合せを備える、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数キャリア構成に関するセル休止の表示を監視するための手段、前記複数キャリア構
成が第１のキャリアグループと第２のキャリアグループとを備える、と、
　前記第１のキャリアグループが、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリアだけ、あ
るいは前記一次キャリアと１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第１のセ
ットと、を含むことと、
　前記第２のキャリアグループが、第２の基地局と関連付けられ、１つまたは複数の二次
キャリアを含む二次キャリアの第２のセットを含むことと、
　セル休止の前記表示に基づいて、二次キャリアの前記第１のセットまたは二次キャリア
の前記第２のセットのうちの少なくとも１つからの１つまたは複数の二次キャリアが休止
であるかどうかを決定するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２０】
　前記決定するための手段が、セル休止の前記表示内のセルモードインジケータの存在ま
たは不存在に基づいて、前記１つまたは複数の二次キャリアが休止であるかどうかを決定
する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記監視するための手段が、二次キャリアの前記第１のセットからの前記１つまたは複
数の二次キャリアに関連付けられるセルモードインジケータに関する前記第１のキャリア
グループの前記一次キャリアを監視する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記監視するための手段が、二次キャリアの前記第１のセットの前記１つまたは複数の
二次キャリアに関連付けられるセルモードインジケータに関する前記第１のキャリアグル
ープからの前記１つまたは複数の二次キャリアを監視する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記二次キャリアグループが特殊二次キャリアを備え、
　前記監視するための手段が、二次キャリアの前記第２のセットの前記１つまたは複数の
二次キャリアに関連付けられるセルモードインジケータに関する前記特殊二次キャリアを
監視する、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記二次キャリアグループが特殊二次キャリアを備え、
　前記監視するための手段が、二次キャリアの前記第２のセットの前記１つまたは複数の
二次キャリアに関連付けられるセルモードインジケータに関する二次キャリアの前記第２
のセットの前記１つまたは複数の二次キャリアを監視する、
　請求項１９に記載の装置。
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【請求項２５】
　前記監視するための手段が、セル休止の前記表示を備えたダウンリンク制御情報（ＤＣ
Ｉ）に関する所定の時間間隔で前記第１のキャリアグループの少なくとも第１のキャリア
とおよび前記第２のキャリアグループの少なくとも第２のキャリアとの１つまたは複数の
探索空間を監視する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　前記監視するための手段が、二次キャリアの前記第１および前記第２のセットの二次キ
ャリアのアクティブ化状態に基づいて前記表示を監視する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つの二次キャリアが複数キャリア構成に関して休止であると決定するため
の手段、前記複数キャリア構成が、第１のキャリアグループと第２のキャリアグループと
を備える、と、
　前記第１のキャリアグループが、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリアだけ、あ
るいは前記一次キャリアと１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第１のセ
ットと、を含むことと、
　前記第２のキャリアグループが、第２の基地局と関連付けられ、１つまたは複数の二次
キャリアを含む二次キャリアの第２のセットを含むことと、
　前記少なくとも１つの二次キャリアが休止であると前記決定することに少なくとも部分
的に基づいて、前記少なくとも１つの二次キャリアに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）
報告構成を決定するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つの二次キャリアが前記第１の基地局と、または前記第２の基地局と
関連付けられるかを決定するための手段と、
　前記決定された関連付けに基づいて、および前記ＣＳＩ報告構成に従って、前記第１の
基地局または前記第２の基地局に対する、前記少なくとも１つの二次キャリアに関するＣ
ＳＩ報告を実行するための手段と、
　をさらに備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　周期的ＣＳＩ報告もしくは非周期的ＣＳＩ報告のうちの１つもしくは複数、またはそれ
らの組合せに関して、前記少なくとも１つの二次キャリアに関するＣＳＩ報告を抑制する
ための手段をさらに備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの二次キャリアが非休止であった少なくとも１つの時間期間の間の
前記少なくとも１つの二次キャリアのチャネル測定値に基づいてＣＳＩを報告するための
手段をさらに備える、請求項２７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、その各々が本明細書の譲受人に譲受された、２０１５年１月６日
に出願された「Ｃｅｌｌ　Ｏｎ－Ｏｆｆ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｆｏｒ　Ｄｕａｌ　Ｃｏ
ｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ」と題する、Ｄａｍｎｊａｎｏｖｉｃらによる米国特許出願第１４
／５９０，５９２号および２０１４年１月３０日に出願された「Ｃｅｌｌ　Ｏｎ－Ｏｆｆ
　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｆｏｒ　Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ」と題する、Ｄａ
ｍｎｊａｎｏｖｉｃらによる米国仮出願第６１／９３３，８２２号の優先権を主張するも
のである。
【背景技術】
【０００２】



(6) JP 2017-509227 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

　[0002]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび出力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００３】
　[0003]概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数のモバイルデバイスの
ための通信を同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。基地局は、ダウンスト
リームリンクおよびアップストリームリンク上でモバイルデバイスと通信することができ
る。各基地局は、カバレージ範囲を有し、それは、セルのカバレージエリアと呼ばれうる
。場合によっては、カバレージエリアは複数のセルに再分割され得る。また、場合によっ
ては、基地局は、利用可能なスペクトルの異なる部分の上で複数のコンポーネントキャリ
アを送信することができる。これらのコンポーネントキャリアはセルと呼ばれることもあ
る。
【０００４】
　[0004]ＵＥは２個以上のキャリアによってサービスされ得る。場合によっては、ＵＥは
単一の基地局から送信された複数のキャリアによってサービスされ得、他の場合では、Ｕ
Ｅは２個以上の基地局から送信された複数のキャリアによってサービスされ得る。２個以
上のキャリアが１つまたは複数のＵＥにサービスするように構成されるとき、構成された
キャリアのうちの１つまたは複数がデータをＵＥに送信することができない期間が存在し
得る。キャリアがＵＥに送信するデータを有さないときに制御情報または基準信号を送信
し続けることは、基地局にとって、およびＵＥにとって、リソースの不十分な使用につな
がり得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]説明される特徴は、一般に、マルチキャリア環境における、休止セルに関する動
的セルモード表示、ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告のための１つまた
は複数の改善されたシステム、方法、または装置に関する。いくつかの実施形態では、１
つまたは複数の二次セルに関するセルモードのインジケータは、送信機構（たとえば、ブ
ロードキャスト、ユニキャスト、マルチキャストなど）を使用して（たとえば、周期的に
または非周期的に）送られ、示された期間内でアクティブサブ期間または休止サブ期間を
構成することができる。二次セルに関するセルモードのインジケータは、一次セルのキャ
リア上で送信され得るか、またはそのインジケータは、場合によっては、二次セルのキャ
リア上で送信され得る。休止は、セルモードインジケータの存在または不在によっても示
され得る。
【０００６】
　[0006]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信デバイスは、非コロケート（non-coll
ocated）基地局からのキャリアを使用したデュアルコネクティビティキャリアアグリゲー
ションのために構成され得る。マスタ基地局に関連付けられるマスタセルグループは、一
次セルと、１つまたは複数の二次セルとを含み得、それに対し、二次基地局に関連付けら
れる二次セルグループは、１つまたは複数の二次キャリアを含み得、そのうちの１つは二
次セルグループのキャリアに関するアップリンク制御チャネルを搬送し得る特殊二次キャ
リアであり得る。セル休止は、特殊二次キャリアによってブロードキャストされるか、ま
たは、場合によっては、二次セルグループの二次セルの各々によってブロードキャストさ
れるセルモードのインジケータを使用して、二次セルグループの二次セルに関してサポー
トされ得る。
【０００７】
　[0007]いくつかの実施形態は、休止している二次セルに関するチャネル状態情報（ＣＳ
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Ｉ）報告を管理することに関する。ＣＳＩ測定が休止している二次セルに関連付けられる
キャリアに関して生じるとき、ＵＥは、休止期間にわたってＣＳＩを報告すること、休止
期間にわたってＣＳＩ報告を抑制すること、または休止期間にわたって、いくつかのタイ
プのＣＳＩを報告し、他のタイプのＣＳＩを報告しない（たとえば、周期的なものを報告
し、非周期的なものを抑制する、など）ことが可能である。報告されるＣＳＩは、二次セ
ルが休止であったときのＣＳＩ測定値に基づき得、または、二次セルがアクティブであっ
たときに得られた前のＣＳＩ測定値に基づき得る。これらの技法は、マスタセルグループ
または二次セルグループの二次キャリアに関するＣＳＩの報告に適用され得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信の方法が説明され、それは、複数キャリア構成に関するセル休止
の表示を監視すること、複数キャリア構成が第１のキャリアグループと第２のキャリアグ
ループとを含み、第１のキャリアグループが、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリ
アだけ、あるいは一次キャリアと１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第
１のセットと、を含み、第２のキャリアグループが、第２の基地局と関連付けられ、１つ
または複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第２のセットを含む、を含む。本方法は
、監視することに基づいて、二次キャリアの第１のセットまたは二次キャリアの第２のセ
ットのうちの少なくとも１つからの１つまたは複数の二次キャリアが休止であるかどうか
を決定することを含み得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のための装置が説明され、それは、複数キャリア構成に関するセ
ル休止の表示を監視するための手段、複数キャリア構成が第１のキャリアグループと第２
のキャリアグループとを含み、第１のキャリアグループが、第１の基地局と関連付けられ
、一次キャリアだけ、あるいは一次キャリアと１つまたは複数の二次キャリアを含む二次
キャリアの第１のセットとを含み、第２のキャリアグループが、第２の基地局と関連付け
られ、１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第２のセットを含む、を含む
。本装置は、監視することに基づいて、二次キャリアの第１のセットまたは二次キャリア
の第２のセットのうちの少なくとも１つからの１つまたは複数の二次キャリアが休止であ
るかどうかを決定するための手段を含み得る。
【００１０】
　[0010]ワイヤレス通信のための装置も説明され、プロセッサと、プロセッサと電子通信
するメモリと、メモリ内に記憶された命令とを含み、命令は、複数キャリア構成に関する
セル休止の表示を監視するためにプロセッサによって実行可能であり、複数キャリア構成
は第１のキャリアグループと第２のキャリアグループとを含み、第１のキャリアグループ
は、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリアだけ、あるいは一次キャリアと１つまた
は複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第１のセットと、を含み、第２のキャリアグ
ループは、第２の基地局と関連付けられ、１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャ
リアの第２のセットを含む。本メモリは、監視することに基づいて、二次キャリアの第１
のセットまたは二次キャリアの第２のセットのうちの少なくとも１つからの１つまたは複
数の二次キャリアが休止であるかどうかを決定するためにプロセッサによって実行可能な
命令を含み得る。
【００１１】
　[0011]ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品も説明され、コンピュータ
プログラム製品は、複数キャリア構成に関するセル休止の表示を監視するためにプロセッ
サによって実行可能な命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、複数キャリ
ア構成は第１のキャリアグループと第２のキャリアグループとを含み、第１のキャリアグ
ループは、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリアだけ、あるいは一次キャリアと１
つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第１のセットと、を含み、第２のキャ
リアグループは、第２の基地局と関連付けられ、１つまたは複数の二次キャリアを含む二
次キャリアの第２のセットを含む。本コンピュータ可読媒体は、監視することに基づいて
、二次キャリアの第１のセットまたは二次キャリアの第２のセットのうちの少なくとも１
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つからの１つまたは複数の二次キャリアが休止であるかどうかを決定するためにプロセッ
サによって実行可能な命令を含み得る。
【００１２】
　[0012]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品についても説明さ
れ、決定することは、受信されたセルモードインジケータに基づいて、二次キャリアの第
１のセットまたは二次キャリアの第２のセットの少なくとも１つからの二次キャリアが休
止であると決定することを備える。
【００１３】
　[0013]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品も説明され、決定
することは、セルモードインジケータの不在に基づいて、二次キャリアの第１のセットま
たは二次キャリアの第２のセットの少なくとも１つからの二次キャリアが休止であると決
定することを備える。
【００１４】
　[0014]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品も説明され、監視
することは、二次キャリアの第１のセットからの１つまたは複数の二次キャリアに関連付
けられるセルモードインジケータに関する第１のキャリアグループの一次キャリアを監視
することを備える。
【００１５】
　[0015]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品も説明され、監視
することは、二次キャリアの第１のセットの１つまたは複数の二次キャリアに関連付けら
れるセルモードインジケータに関する第１のキャリアグループからの１つまたは複数の二
次キャリアを監視することを備える。
【００１６】
　[0016]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品も説明され、第２
のキャリアグループは特殊二次キャリアを備え、監視することは、二次キャリアの第２の
セットの１つまたは複数の二次キャリアに関連付けられるセルモードインジケータに関す
る特殊二次キャリアを監視することを備える。
【００１７】
　[0017]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品も説明され、第２
のキャリアグループは特殊二次キャリアを備え、監視することは、二次キャリアの第２の
セットの１つまたは複数の二次キャリアに関連付けられるセルモードインジケータに関す
る二次キャリアの第２のセットの１つまたは複数の二次キャリアを監視することを備える
。
【００１８】
　[0018]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品も説明され、監視
することは、セル休止の表示を備えたダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に関する所定の時
間間隔で第１のキャリアグループの少なくとも第１のキャリアおよび第２のキャリアグル
ープの少なくとも第２のキャリアの１つまたは複数の探索空間を監視することを備える。
【００１９】
　[0019]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品も説明され、複数
キャリア構成に関するセル休止の表示を監視することは、二次キャリアの第１のセットお
よび第２のセットの二次キャリアのアクティブ状態に基づく。
【００２０】
　[0020]１つまたは複数の二次キャリアに関連付けられるセル休止の表示を受信すること
をさらに備えた、上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品について
も説明され、決定することは、１つまたは複数の二次キャリアが時間の時間の所定の期間
にわたって休止であると決定することを備える。
【００２１】
　[0021]１つまたは複数の二次キャリアに関連付けられるセル休止の表示を受信すること
をさらに備えた、上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品も説明さ
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れ、決定することは、次のセル休止表示が受信されるまで１つまたは複数の二次キャリア
が休止であると決定することを備える。
【００２２】
　[0022]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品も説明され、時間
の所定の期間は１つまたは複数の無線フレームを備える。
【００２３】
　[0023]ワイヤレス通信の方法が説明され、少なくとも１つの二次キャリアが複数キャリ
ア構成で動作するＵＥにおいて休止であることを決定することを備え、複数キャリア構成
は第１のキャリアグループと第２のキャリアグループとを含み、第１のキャリアグループ
は、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリアだけ、あるいは一次キャリアと１つまた
は複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第１のセットと、を含み、第２のキャリアグ
ループは、第２の基地局と関連付けられ、１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャ
リアの第２のセットを含む。本方法は、少なくとも１つの二次キャリアが休止であると決
定することに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの二次キャリアに関するチャ
ネル状態情報（ＣＳＩ）報告構成を決定することを含み得る。
【００２４】
　[0024]ワイヤレス通信のための方法が説明され、少なくとも１つの二次キャリアが複数
キャリア構成に関して休止であることを決定するための手段を備え、複数キャリア構成は
第１のキャリアグループと第２のキャリアグループとを含み、第１のキャリアグループは
、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリアだけ、あるいは一次キャリアと１つまたは
複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第１のセットと、を含み、第２のキャリアグル
ープは、第２の基地局と関連付けられ、１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリ
アの第２のセットを含む。本装置は、少なくとも１つの二次キャリアが休止であると決定
することに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの二次キャリアに関するＣＳＩ
報告構成を決定するための手段を含み得る。
【００２５】
　[0025] ワイヤレス通信のための装置についても説明され、プロセッサと、プロセッサ
と電子通信するメモリと、メモリ内に記憶された命令とを含み、命令は、少なくとも１つ
の二次キャリアが複数キャリア構成に関して休止であると決定するためにプロセッサによ
って実行可能であり、複数キャリア構成は第１のキャリアグループと第２のキャリアグル
ープとを備え、第１のキャリアグループは、第１の基地局と関連付けられ、一次キャリア
だけ、あるいは一次キャリアと１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第１
のセットと、を含み、第２のキャリアグループは、第２の基地局と関連付けられ、１つま
たは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第２のセットを含む。本メモリは、少なく
とも１つの二次キャリアであると決定することに少なくとも部分的に基づいて、少なくと
も１つの二次キャリアに関するＣＳＩ報告構成を決定するためにプロセッサによって実行
可能な命令を含み得る。
【００２６】
　[0026]ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品についても説明され、コン
ピュータプログラム製品は、少なくとも１つの二次キャリアが複数キャリア構成に関して
休止であることを決定するためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶した非一時的
コンピュータ可読媒体を備え、複数キャリア構成は第１のキャリアグループと第２のキャ
リアグループとを備え、第１のキャリアグループは、第１の基地局と関連付けられ、一次
キャリアだけ、あるいは一次キャリアと１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリ
アの第１のセットと、を含み、第２のキャリアグループは、第２の基地局と関連付けられ
、１つまたは複数の二次キャリアを含む二次キャリアの第２のセットを含む。本コンピュ
ータ可読媒体は、少なくとも１つの二次キャリアが休止であると決定することに少なくと
も部分的に基づいて、少なくとも１つの二次キャリアに関するＣＳＩ報告構成を決定する
ためにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。
【００２７】
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　[0027]いくつかの実施形態では、上で説明された方法は、少なくとも１つの二次キャリ
アが、第１の基地局と関連付けられるか、または第２の基地局と関連付けられるかを決定
することと、決定された関連付けに基づいて、およびＣＳＩ報告構成に従って、第１の基
地局に対して、または第２の基地局に対して、少なくとも１つの二次キャリアに関するＣ
ＳＩ報告を実行することと、の特徴を含み得る。説明された装置およびコンピュータプロ
グラム製品は、これらの特徴を実行するための手段、これらの特徴を実行するためのコー
ド、またはこれらの特徴を実行するためにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る
。
【００２８】
　[0028]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品についても説明さ
れ、ＣＳＩ報告構成は、周期的ＣＳＩ報告もしくは非周期的ＣＳＩ報告のうちの１つもし
くは複数、またはそれらの組合せに関して、少なくとも１つの二次キャリアに関するＣＳ
Ｉ報告を抑制することを備える。
【００２９】
　[0029]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品についても説明さ
れ、ＣＳＩ報告構成は、少なくとも１つの二次キャリアが非休止であった少なくとも１つ
の時間期間の間のその少なくとも１つの二次キャリアのチャネル測定値に基づいてＣＳＩ
を報告することを備える。
【００３０】
　[0030]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品についても説明さ
れ、ＣＳＩ報告構成が、少なくとも１つの時間期間からのチャネル測定値を平均化するこ
とをさらに備える。
【００３１】
　[0031]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品についても説明さ
れ、ＣＳＩ報告構成が、少なくとも１つの二次キャリアに関する測定値に基づいて、ＣＳ
Ｉを報告することをさらに備える。
【００３２】
　[0032]上記のような方法、装置、およびコンピュータプログラム製品についても説明さ
れ、報告されるＣＳＩは、少なくとも１つの二次キャリアのチャネル測定値、少なくとも
１つの二次キャリアの干渉測定値のうちの１つもしくは複数、またはそれらの組合せを備
える。
【００３３】
　[0033]説明される方法および装置の適用可能性のさらなる範囲は、以下の発明を実施す
るための形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。発明を実施するための
形態の趣旨および範囲内の様々な変更および修正が当業者に明らかになるので、発明を実
施するための形態および特定の例は例示として与えられるものにすぎない。
【００３４】
　[0034]本発明の性質と利点とについてのさらなる理解は、以下の図面を参照することに
よって達成され得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを
有し得る。さらに、同じタイプの種々の構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、そ
れらの同様の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る
。本明細書で第１の参照ラベルだけが使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかか
わらず、同一の第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】[0035]様々な実施形態によるワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0036]様々な実施形態によるワイヤレス通信デバイスにサービスする複数のコン
ポーネントキャリアを備えたワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図３】[0037]様々な実施形態による、従来のサブフレームおよび休止サブフレームの図
。
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【図４Ａ】[0038]様々な実施形態による、二次キャリアに関する周期的休止表示の図。
【図４Ｂ】様々な実施形態による、二次キャリアに関する周期的休止表示の図。
【図４Ｃ】様々な実施形態による、二次キャリアに関する周期的休止表示の図。
【図５】[0039]様々な実施形態による、デュアルコネクティビティキャリアアグリゲーシ
ョンのために構成されたワイヤレス通信デバイスを含むワイヤレス通信システムの一例を
示す図。
【図６Ａ】[0040]様々な例による休止時間期間に関するＣＳＩ報告構成の図。
【図６Ｂ】様々な例による休止時間期間に関するＣＳＩ報告構成の図。
【図７】[0041]様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休止セ
ルに関する動的セルモード表示、ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告のた
めのデバイスを示す図。
【図８】[0042]様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休止セ
ルに関する動的セルモード表示、ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告のた
めのデバイスを示す図。
【図９】[0043]様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休止セ
ルに関する動的セルモード表示、ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告のた
めのデバイスを示す図。
【図１０】[0044]様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休止
セルに関する、動的セルモード表示、ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告
のためのワイヤレス通信デバイスを示す図。
【図１１】[0045]様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休止
セルに関する動的セルモード表示のためのデバイスを示す図。
【図１２】[0046]様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休止
セルに関する動的セルモード表示のための基地局を示す図。
【図１３Ａ】[0047]様々な実施形態による、動的セルモード表示のための方法を示すフロ
ーチャート。
【図１３Ｂ】様々な実施形態による、動的セルモード表示のための方法を示すフローチャ
ート。
【図１４】[0048]様々な実施形態による、休止している二次セルに関するＣＳＩ報告を構
成するための方法を示すフローチャート。
【図１５Ａ】[0049]様々な実施形態による、基地局における休止セルに関する動的セルモ
ード表示のための方法を示すフローチャート。
【図１５Ｂ】様々な実施形態による、基地局における休止セルに関する動的セルモード表
示のための方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　[0050]キャリアアグリゲーション環境における、休止セルに関する動的セルモード表示
、ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告のためのシステム、方法、または装
置について説明される。いくつかの実施形態では、１つまたは複数の二次セルに関するセ
ルモードのインジケータは、送信機構（たとえば、ブロードキャスト、ユニキャスト、マ
ルチキャストなど）を使用して（たとえば、周期的にまたは非周期的に、など）送られ、
示された期間内でアクティブサブ期間または休止サブ期間を構成し得る。二次セルに関す
るセルモードのインジケータは一次セルのキャリア上で送信され得るか、またはそのイン
ジケータは、場合によっては、二次セルのキャリア上で送信され得る。所定の時間期間に
わたる休止は、セルモードインジケータの存在または不存在によっても示され得る。
【００３７】
　[0051]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信デバイスは、非コロケート基地局から
のキャリアを使用したデュアルコネクティビティキャリアアグリゲーションのために構成
され得る。マスタ基地局に関連付けられるマスタセルグループは、一次セルと１つまたは
複数の二次セルとを含むことが可能であるが、二次基地局に関連付けられる二次セルグル
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ープは、１つまたは複数の二次キャリアを含み得、そのうちの１つが二次セルグループの
キャリアに関するアップリンク制御チャネルを搬送することができる特殊二次キャリアで
あり得る。セル休止は、特殊二次キャリアによってブロードキャストされるか、または、
場合によっては、二次セルグループの二次セルの各々によってブロードキャストされる、
セルモードのインジケータを使用して、二次セルグループの二次セルに関してサポートさ
れ得る。
【００３８】
　[0052]いくつかの実施形態は、休止している二次セルに関するチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告を管理することに関する。ＣＳＩ測定が休止している二次セルに関連付けられる
キャリアに関して生じるとき、ＵＥは、休止期間にわたってＣＳＩを報告すること、休止
期間にわたってＣＳＩ報告を抑制すること、または休止期間にわたって、いくつかのタイ
プのＣＳＩを報告し、他のタイプのＣＳＩを報告しない（たとえば、周期的なものを報告
し、非周期的なものを抑制する、など）ことが可能である。報告されるＣＳＩは、二次セ
ルが休止であったときのＣＳＩ測定値に基づき得、または、二次セルがアクティブであっ
たときに得られた前のＣＳＩ測定値に基づき得る。これらの技法は、マスタセルグループ
または二次セルグループの二次キャリアに関するＣＳＩの報告に適用され得る。
【００３９】
　[0053]以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載された範囲、適用
可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱すること
なく、論じる要素の機能および構成において変更が行われる場合がある。様々な実施形態
は、適宜、様々な手順または構成要素を省略し、置換し、または追加することができる。
たとえば、説明される方法は、説明される順序と異なる順序で実行されてもよく、様々な
ステップが追加され、省略され、または組み合わされてもよい。また、いくつかの実施形
態に関して説明される特徴が、他の実施形態では組み合わされてもよい。
【００４０】
　[0054]図１は、様々な実施形態によるワイヤレス通信システム１００の一例を示す。シ
ステム１００は、基地局１０５と、ユーザ機器（ＵＥ）としても知られている通信デバイ
ス１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態では、
コアネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る基地局コントローラ（図示
せず）の制御下で通信デバイス１１５と通信することができる。基地局１０５は、バック
ホールリンク１３２を介してコアネットワーク１３０と制御情報またはユーザデータを通
信することができる。実施形態では、基地局１０５は、有線またはワイヤレスの通信リン
クであり得るバックホールリンク１３４を介して、直接または間接的に、互いに通信する
ことができる。システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動
作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を
送信することができる。たとえば、各通信リンク１２５は、上で説明された様々な無線技
術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア
上で送られる場合があり、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバ
ーヘッド情報、データなどを搬送することができる。
【００４１】
　[0055]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレス通信することができる。基地局１０５サイトの各々は、それぞれの地理的エリア
１１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地ト
ランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット
（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set
）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何ら
かの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局のためのカバレージエリア１１０は、
カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに分割され得る（図示せず）。システム
１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、ま
たはピコ基地局）を含み得る。異なる技術のための重複するカバレージエリアがあり得る
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。
【００４２】
　[0056]実施形態では、システム１００はＬＴＥ（登録商標）／ＬＴＥ－Ａネットワーク
である。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびＵＥと
いう用語は、概して、それぞれ、基地局１０５およびデバイス１１５について説明するた
めに使用され得る。システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバ
レージを提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢ
１０５は、通信カバレージをマクロセル、スモールセル、または他のタイプのセルに提供
することができる。「セル」という用語は、文脈に応じて、基地局、基地局に関連付けら
れるキャリア、またはキャリアもしくは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタな
ど）を説明するために使用され得る３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００４３】
　[0057]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダとのサービスに加入しているＵＥによる無制
限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、同じまたは異なる（たとえば、認可、無認
可などの）周波数帯域内でマクロセルとして動作し得る低電力基地局である。スモールセ
ルは、ピコセルと、フェムトセルと、マクロセルとを含む。ピコセルは、概して、比較的
小さい地理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバイダとのサービスに加
入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にすることができる。フェムトセルは、概し
て、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり、フェムトセ
ルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber 
group）内のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による限定アクセスをも提供し得
る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのため
のｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルのためのｅＮＢは、
フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（たとえば
、２つ、３つ、４つなど）のセルをサポートすることができる。
【００４４】
　[0058]ｅＮＢ１０５は、ベースバンドユニット（ＢＢＵ）と、電気内部インターフェー
スまたは光学内部インターフェース（たとえば、一般的な公共無線インターフェース（Ｃ
ＰＲＩ：common public radio interface）など）によってＢＢＵに接続され得る、１つ
または複数のリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）とを含み得る。したがって、ＲＲＨは、一
般に、ＢＢＵに対する理想的なバックホールを有し、ｅＮＢ１０５の制御の下で動作（た
とえば、スケジューリング、プリコーディング、など）する。スモールセルネットワーク
という用語は、集中型ＢＢＵと、１つまたは複数のＲＲＨとを含めて、分散型無線技術を
指すために使用され得る。しかしながら、スモールセルネットワーク内の各ＲＲＨは、概
して、同じキャリア周波数を使用し、ＢＢＵによってスケジュールされたリソース上で送
信する。したがって、同じＢＢＵに接続されたそのような分散型無線ネットワークのＲＲ
Ｈのすべては、本明細書では、１つの基地局またはｅＮＢの一部である。
【００４５】
　[0059]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信することができる。ｅＮＢ１０５はまた、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介して、またはバックホールリンク１３２を介して（たとえ
ば、コアネットワーク１３０を通して）（直接または間接的に）互いに通信することがで
きる。ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信
は時間的にほぼ整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを
有し得、異なるｅＮＢからの送信は、時間的に整合されない場合がある。本明細書で説明
される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに対して使用され得る。
【００４６】
　[0060]様々な開示した実施形態のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プ
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ロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプレ
ーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Packet
 Data Convergence Protocol）レイヤにおける通信は、ＩＰベースであり得る。無線リン
ク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネルを介して通信するためにパケットのセグメンテ
ーションとリアセンブリとを実行することができる。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ
は、優先順位処理と、トランスポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実行するこ
とができる。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善するために、ＭＡＣレイヤにおいて
再送信を行うためにハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用し得る。制御プレーンでは、
無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、ユーザプレーンデータのために使用さ
れる、ＵＥとネットワークとの間のＲＲＣ接続の確立と構成と保守とを行い得る。物理（
ＰＨＹ）レイヤで、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４７】
　[0061]ＵＥ１１５はワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥは
固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動局、加入者局
、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイ
ルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイ
ル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセッ
ト、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適
切な用語で呼ばれる場合がある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコ
ンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ
（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リ
レーなどと通信することが可能であり得る。
【００４８】
　[0062]システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へ
のアップリンク（ＵＬ）送信または基地局１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ
）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、一方、
アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。リンク１２５は、ＦＤＤ動
作を使用して（たとえば、対にされたスペクトルリソースを使用して）、またはＴＤＤ動
作を使用して（たとえば、対にされていないスペクトルリソースを使用して）、双方向通
信を送信することができる。ＦＤＤのためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイ
プ１）とＴＤＤのためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ２）とが定義され
得る。
【００４９】
　[0063]ワイヤレスネットワーク１００は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマ
ルチキャリア動作と呼ばれることがある、複数のキャリア上での動作をサポートすること
ができる。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなどと呼ば
れることもある。「キャリア」、「ＣＣ」、「セル、」および「チャネル」という用語は
、本明細書では互換的に使用されることがある。ダウンリンクのために使用されるキャリ
アはダウンリンクＣＣと呼ばれることがあり、アップリンクのために使用されるキャリア
はアップリンクＣＣと呼ばれることがある。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーションの
ために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複数のアップリンクＣＣとで構成され得る
。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネント
キャリアの両方とともに使用され得る。
【００５０】
　[0064]一実施形態では、ＵＥ１１５は、ＵＥ固有の一次キャリア（たとえば、一次セル
、すなわち、ＰＣｅｌｌ）または１つもしくは複数の二次キャリア（たとえば、二次セル
、すなわち、ＳＣｅｌｌ）で構成される。ＰＣｅｌｌは、ダウンリンク一次ＣＣ（たとえ
ば、ダウンリンクＰＣＣ）とアップリンク一次ＣＣ（たとえば、アップリンクＰＣＣ）と
を含み得る。ＳＣｅｌｌは、ダウンリンク二次ＣＣ（たとえば、ダウンリンクＳＣＣ）を
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含み得、構成された場合、アップリンク二次ＣＣ（たとえば、アップリンクＳＣＣ）を含
み得る。ＳＣｅｌｌに関するスケジューリングを含む制御情報は、ＳＣｅｌｌ上で、また
は異なるセル（ＰＣｅｌｌもしくはＳＣｅｌｌ）上で実行され得、それは、クロスキャリ
ア制御信号と呼ばれ得る。ＰＣｅｌｌは、（たとえば、最強の利用可能なキャリアとして
、など）ｅＮＢ１０５との接続を確立するのに先立って、ＵＥ１１５によって識別され得
る。ＵＥ１１５がＰＣｅｌｌを介してｅＮＢ１０５との接続を確立すると、より上位レイ
ヤのシグナリング（たとえば、ＲＲＣなど）によって、１つまたは複数のＳＣｅｌｌが構
成され得る。ＳＣｅｌｌの構成は、たとえば、ＲＲＣシグナリングを介してＳＣｅｌｌに
関するすべてのシステム情報（ＳＩ）を送ることを含み得る。
【００５１】
　[0065]いくつかの場合には、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌの両方が同じ基地局１０５によっ
てサポートされる。他の場合には、ＰＣｅｌｌは１つの基地局１０５によってサポートさ
れ得、１つまたは複数のＳＣｅｌｌは、同じ基地局１０５または異なる基地局１０５によ
ってサポートされ得る。本明細書で説明される技法は、１つのＰＣｅｌｌと、１つまたは
複数の基地局１０５によってサポートされる任意の数のＳＣｅｌｌとを備えたキャリアア
グリゲーション方式に適用され得る。
【００５２】
　[0066]場合によっては、構成されたＳＣｅｌｌは、一次キャリア（たとえば、ＰＣｅｌ
ｌなど）を使用してセルを構成することによって、個々のＵＥ１１５に関してアクティブ
化および非アクティブ化され得る。たとえば、構成されたＳＣｅｌｌに関するアクティブ
化コマンドおよび非アクティブ化コマンドはＭＡＣシグナリング内で搬送され得る。ＳＣ
ｅｌｌが非アクティブ化されるとき、ＵＥ１１５は、ＳＣｅｌｌに関する制御情報を監視
する必要がなく、対応するダウンリンクＣＣを受信する必要がなく、対応するアップリン
クＣＣ内で送信することができず、またはチャネル品質情報（ＣＱＩ）測定を実行するこ
とも必要とされない。ＳＣｅｌｌの非アクティブ化時に、ＵＥはＳＣｅｌｌに関連付けら
れるすべてのＨＡＲＱバッファをフラッシュすることもできる。反対に、ＳＣｅｌｌがア
クティブであるとき、ＵＥ１１５は、ＳＣｅｌｌに関する制御情報またはデータ送信を受
信し、ＣＱＩ測定を実行することが可能であることが予想される。アクティブ化／非アク
ティブ化機構は、ＭＡＣ制御要素と非アクティブ化タイマの組合せに基づく。ＭＡＣ制御
要素は、ＳＣｅｌｌが個々にアクティブ化および非アクティブ化され得、単一のアクティ
ブ化／非アクティブ化コマンドがＳＣｅｌｌのサブセットをアクティブ化／非アクティブ
化することができるように、ＳＣｅｌｌの個々のアクティブ化および非アクティブ化のた
めのビットマップを搬送する。概して、ＳＣｅｌｌごとに１つの非アクティブ化タイマが
維持される。場合によっては、ＵＥに関するすべてのタイマは、ＲＲＣを介して共通値で
構成され得る。しかしながら、ＵＥは、ＳＣｅｌｌごとに１つのタイマに、または共通値
で構成されているすべてのタイマに限定されない。
【００５３】
　[0067]ＳＣｅｌｌは、１つまたは複数のＵＥ１１５にサービスするように構成され得る
が、場合によっては、ＵＥ１１５にデータを送信しなくてもよい場合がある。ｅＮＢ１０
５およびＵＥ１１５に関する電力を節約するために、ＳＣｅｌｌは、何のデータもスケジ
ュールされていない時間期間にわたって休止状態に入ることができる。休止のとき、セル
は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続されたＵＥが、休止キャリアを検出し、測定して、
一次セルに報告するのに十分なダウンリンクキャリア上でスパースなオーバーヘッド信号
およびチャネルを送信することができる。場合によっては、セル休止に関するより高速な
オン時間およびオフ時間によって、より高い性能が得られ得る。たとえば、フレームレベ
ルまたはサブフレームレベルで動作するセルオン／オフ機構はより高い性能利得を提供し
得る。
【００５４】
　[0068]ＳＣｅｌｌの休止期間の間に、ＳＣｅｌｌはＳＣｅｌｌによってサービスされる
各ＵＥに関して非アクティブ化され得る。しかしながら、セルアクティブ化／非アクティ
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ブ化は、セル休止の通知をサポートするための効率的な機構ではなく、セルアクティブ化
／非アクティブ化は、フレームまたはサブフレーム程度の動的セル休止をサポートするこ
ともできない。たとえば、別個のアクティブ化／非アクティブ化コマンドがＳＣｅｌｌに
よってサービスさせる各ＵＥに送られ、これは、かなりのリソースを占有し、サービスさ
れる各ＵＥの通知に関していくつかのフレームまたはそれ以上を利用する場合がある。加
えて、ＳＣｅｌｌをアクティブ化または非アクティブ化しているＭＡＣ制御要素と、制御
情報を監視しＣＳＩ報告のためのキャリアを測定しているＵＥとの間に遅延（たとえば、
８個のサブフレームなど）が存在する。さらに、ＵＥは非アクティブ化されたＳＣｅｌｌ
に関するＣＳＩ測定を実行していないため、完全に休止状態のセルの再アクティブ化は比
較的ゆっくりとしたプロセスであり得る。
【００５５】
　[0069]図２は、様々な実施形態による、ＵＥ１１５－ａがキャリア２２５によってサー
ビスされるワイヤレス通信システム２００の一例を示す。一実施形態では、キャリア２２
５－ａは１つまたは複数の一次キャリア（たとえば、一次セル、すなわち、ＰＣｅｌｌ）
であり得、他のキャリア（たとえば、２２５－ｂ、２２５－ｎなど）は１つまたは複数の
二次キャリア（たとえば、二次セル、すなわち、ＳＣｅｌｌ）であり得る。ＰＣｅｌｌは
、一次ダウンリンクＣＣとアップリンク一次ＣＣとを含み得る。ＳＣｅｌｌは、二次ダウ
ンリンクＣＣを含み得、構成された場合、二次アップリンクＣＣを含み得る。いくつかの
場合には、ＰＣｅｌｌ２２５－ａとＳＣｅｌｌ２２５－ｂ、２２５－ｎは両方とも、同じ
基地局１０５－ａによってサポートされる。他の場合には、ＰＣｅｌｌ２２５－ａは、１
つの基地局１０５－ａによってサポートされ得、１つまたは複数のＳＣｅｌｌ２２５は、
異なる基地局１０５（図示せず）によってサポートされ得る。本明細書で説明される技法
は、１つのＰＣｅｌｌと、１つまたは複数の基地局１０５によってサポートされる任意の
数のＳＣｅｌｌとを備えたキャリアアグリゲーション方式に適用され得る。
【００５６】
　[0070]基地局１０５またはＵＥ１１５を含む、図１および図２のシステムは、キャリア
アグリゲーション環境における、休止セルに関する動的セルモード表示、ならびにチャネ
ルおよび干渉フィードバックの報告のために構成され得る。１つまたは複数のＳＣｅｌｌ
のためのキャリアに関するセルモードのインジケータは、ユニキャストシグナリングを使
用して送信されること（たとえば、単一のターゲットＵＥに送信されること）、マルチキ
ャストシグナリングを使用して送信されること（たとえば、ＵＥの選択されたサブセット
に送信されること）、またはブロードキャストシグナリングを使用して送信されること（
たとえば、すべてのサービスされるＵＥによって受信され得るような様式で送信されるこ
と）が可能であり、示された期間内にアクティブサブ期間または休止サブ期間を構成する
ように、非周期的にまたは周期的に送られ得る。ＳＣｅｌｌに関するセルモードのインジ
ケータは、ＰＣｅｌｌのキャリア上で送信され得るか、またはそのインジケータは、場合
によっては、ＳＣｅｌｌのキャリア上で送信され得る。休止は、セルモードインジケータ
の存在または不存在によっても示され得る。
【００５７】
　[0071]いくつかの実施形態は、休止ＳＣｅｌｌに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）報
告を管理することに関する。ＣＳＩ測定が休止ＳＣｅｌｌに関連付けられるキャリアに関
して生じるとき、ＵＥは、休止期間にわたってＣＳＩを報告すること、休止期間にわたっ
てＣＳＩ報告を抑制すること、または休止期間にわたって、いくつかのタイプのＣＳＩを
報告し、他のタイプのＣＳＩを報告しない（たとえば、周期的なものを報告し、非周期的
なものを抑制する、など）ことが可能である。報告されるＣＳＩは、ＳＣｅｌｌが休止で
あったときのＣＳＩ測定値に基づいてよく、または、ＳＣｅｌｌがアクティブであったと
きに得られた前のＣＳＩ測定値に基づいてよい。
【００５８】
　[0072]図３は、様々な実施形態による、ＯＦＤＭＡダウンリンクコンポーネントキャリ
ア３２５に関する無線フレーム３０５の図３００を示す。コンポーネントキャリア３２５
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は、複数（Ｋ個）の直交サブキャリア３１５に区分され得るキャリアに関して利用可能な
量の帯域幅をカバーし、一般に、トーン、ビンなどとも呼ばれる。各サブキャリア３１５
はデータで変調され得る。１つのシンボル期間３２０を介した１つのサブキャリア３１５
は、リソース要素３４０と呼ばれ得る。隣接するサブキャリア３１５間の間隔は固定され
得、サブキャリア３１５の総数（Ｋ）はシステム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、
１．４メガヘルツ（ＭＨｚ）、３メガヘルツ（ＭＨｚ）、５メガヘルツ（ＭＨｚ）、１０
メガヘルツ（ＭＨｚ）、１５メガヘルツ（ＭＨｚ）、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の
（ガード帯域を伴う）対応するシステム帯域幅に対して、それぞれ、１５キロヘルツ（Ｋ
Ｈｚ）のサブキャリア間隔を伴って、７２、１８０、３００、６００、９００、または１
２００に等しくなり得る。システム帯域幅はまたサブバンドに区分され得る。たとえば、
サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーすることができ、１個、２個、４個、８個、または
１６個のサブバンドがあり得る。
【００５９】
　[0073]無線フレーム３０５は、１０ミリ秒（ｍｓ）の無線フレーム長を有し得る。フレ
ーム３０５は、いくつかのサブフレーム３１０に分割され得る。たとえば、フレーム３０
５は、図３００に示すように、１０個のサブフレーム３１０に分割され得、この場合、各
サブフレームは１ｍｓの長さを有し得る。各サブフレーム３１０は、いくつかのシンボル
期間にさらに再分割され得る。各シンボル期間は、単一の変調シンボルを送信するために
十分な時間の長さをカバーし得る。シンボル期間は、ガード期間またはサイクリックプレ
フィックスの送信のために確保された時間期間を含み得る。
【００６０】
　[0074]リソース要素３４０は異なる目的で使用され得る。たとえば、リソース要素のセ
ットは、ダウンリンク制御チャネルの送信のために確保され得る。このセットは、物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）３３０－ａまたは３３０－ｂに対応し得る。ソー
ス要素のもう１つのセットは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）３３５－ａ
または３３５－ｂに対応し得る。ＰＤＣＣＨ３３０またはＰＤＳＣＨ３３５内のいくつか
のリソース要素は、基準信号（たとえば、セル固有の基準信号（ＣＲＳ）、チャネル状態
情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、測位基準信号（ＰＲＳ）、マルチキャストブロードキャ
スト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）基準信号、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）とし
て知られている場合もあるＵＥ固有の基準信号など）の送信のために使用され得る。基準
信号は、チャネル識別およびチャネル品質推定のために使用され得る。ＰＤＳＣＨ３３５
－ａは、図１および図２を参照して、１つまたは複数のＵＥ１１５にユーザデータを送信
するために使用され得る。
【００６１】
　[0075]図３に示すように、ダウンリンクコンポーネントキャリア３２５に関する無線フ
レーム３０５は、従来のサブフレーム３１０－ａと休止サブフレーム３１０－ｂとを含み
得る。コンポーネントキャリア３２５は、たとえば、図２のＳＣｅｌｌ２２５－ｂまたは
ＳＣｅｌｌ２２５－ｎのダウンリンクキャリアに対応し得る。一実施形態では、キャリア
は１つまたは複数のフレーム３０５に関して休止であり得る。別の実施形態では、キャリ
アは、フレーム３０５内のいくつかのサブフレーム３１０に関して休止であり得る。
【００６２】
　[0076]いくつかの実施形態では、休止サブフレームの間に、何の変調シンボルもＰＤＣ
ＣＨ３３０－ｂまたはＰＤＳＣＨ３３５－ｂ上で送信されない。場合によっては、いくつ
かの信号は送られるが、シグナリングの量は低減される。場合によっては、休止セルは、
いくつかの基準信号またはいくつかの制御情報を送信し続けることができる。たとえば、
休止セルは、低い周期性で、ダウンリンクキャリア上でオーバヘッド（発見）信号送信を
送信することができる。アクティブセルの場合、一次同期信号（ＰＳＳ）および二次同期
信号（ＳＳＳ）はＭ＝５ｍｓの周期性で送信され得、セル固有の基準信号（ＣＲＳ）はア
クティブサブフレームごとに送信され得、ＣＳＩ－ＲＳはＫ個のアクティブサブフレーム
ごと（たとえば、第５番目のアクティブサブフレームごと、など）に送信され得、測位基



(18) JP 2017-509227 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

準信号（ＰＲＳ）は構成されたように送信され得る。休止セルの場合、ＰＳＳ／ＳＳＳお
よびＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ／ＰＲＳは、ＬｍｓのオフセットでＭｍｓごとにＮｍｓのバー
ストで送信され得る。パラメータＮ、Ｍ、およびＬは、ＳＣｅｌｌに関する発見基準信号
（ＤＲＳ）構成で定義され得、サービングアクティブセル（たとえば、ＰＣｅｌｌなど）
によって構成され得る。
【００６３】
　[0077]一例では、休止セルに関するこれらの変数についての値は、Ｎ＝１、Ｍ＝８０ｍ
ｓ、または１６０ｍｓ、およびＬ＝０であり得る。ＵＥは、ＰＳＳ／ＳＳＳを使用して休
止セルを検出して、ＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ／ＰＲＳ上の基準信号受信電力（ＲＳＰＲ：re
ference signal received power）を測定し得る。システムフレーム番号（ＳＦＮ）は近
隣アクティブセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ）と同期化され得る。場合によっては、サブフ
レームまたはＳＦＮオフセットも構成され得る。一実施形態では、アクティブセル（たと
えば、ＰＣｅｌｌ、他のＳＣｅｌｌなど）は、休止ＳＣｅｌｌに関する発見信号が構成さ
れるサブフレーム上でデータトラフィックをスケジュールしない。ＵＥ無線リソース管理
（ＲＲＭ：radio resource management）測定は、低周期性ＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ／ＰＲ
Ｓに基づき得る。ＵＥ１１５は、ＣＳＩ－ＲＳ測定、ＰＲＳ測定、およびＣＲＳ測定をど
のように組み合わせるか、または選択するかを決定し得る。
【００６４】
　[0078]いくつかの実施形態では、時間期間（たとえば、１、２、４、５、８、１０など
、無線フレームの数）がＳＣｅｌｌに関するセルモードインジケータの送信に関して定義
され得る。ＵＥは、ＳＣｅｌｌがその時間期間にわたって、またはその時間期間の一部（
たとえば、１つもしくは複数のフレームまたはサブフレームなど）にわたって休止である
かどうかを決定するために、構成されたＳＣｅｌｌに関して所与の周期性（たとえば、各
時間期間に先立って、またはその始まりに、など）セルモードインジケータを監視するこ
とができる。所定の時間期間にわたる休止は、セルモードインジケータの存在または不存
在によっても示され得る。
【００６５】
　[0079]加えて、または代替で、セルモードのインジケータは非周期的に送信され得る。
セルモードの非周期的インジケータは、さらなるセルモードインジケータが送信されるま
で有効であり得る。たとえば、サブフレームｎ－ｋ（たとえば、この場合、ｋは１、２、
３、４、５、８などの数である）において受信されたセルモードインジケータは、サブフ
レームｎにわたって、および、さらなるセルモードインジケータが送信されるまで、すべ
ての他の後続のサブフレームにわたって有効であり得る。非周期的セルモードインジケー
タの送信は、フレームのサブセット（たとえば、２個、４個、５個、８個、１０個などの
フレームごと、ＤＲＳのために構成されたフレーム、など、）、および／またはフレーム
内のサブフレームのサブセット（たとえば、各フレームまたは選択されたフレームのサブ
フレーム０および５など）に限定され得る。セルモードインジケータに関する制限された
送信タイミングは、セルモードインジケータを送信するために使用される制御情報に関す
るブラインド復号の量を低減し得る。したがって、セルモードインジケータは、タイミン
グ方式（たとえば、非周期的または周期的）の任意の組合せ、および送信方式（たとえば
、ユニキャスト、マルチキャスト、またはブロードキャスト）に従って送信され得る。
【００６６】
　[0080]インジケータは、ＳＣｅｌｌ自体のキャリアを介して送信され得るか、または、
場合によっては、別のセル（たとえば、ＰＣｅｌｌなど）によって送信され得る。ブロー
ドキャストセルモードインジケータは、複数のビットを有し得、ＳＣｅｌｌに関して記憶
された複数の構成から選択し得る。複数の構成は、非休止状態のＳＣｅｌｌに関する１つ
または複数の記憶された構成、ならびに休止状態のＳＣｅｌｌに関する１つまたは複数の
記憶された構成を含み得る。
【００６７】
　[0081]図４Ａは、様々な実施形態による、１つまたは複数のＳＣｅｌｌに関するセルモ
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ードの表示の図４００－ａを示す。図４００－ａは、セルＡ２２５－ｃ、セルＢ２２５－
ｄ、およびセルＣ２２５－ｅのためのキャリアを示す（明快のために、ダウンリンクＣＣ
だけを示す）。例示するセル２２５は同じＵＥをサポートし得、セル２２５の各々は２個
以上のＵＥをサポートし得る。セル２２５のうちのいくつか（たとえば、ＳＣｅｌｌ）は
、上で説明されたように、それらのセルが関連するダウンリンクＣＣ３２５上でユーザデ
ータを送信せず、制御シグナリングおよび基準シグナリングをやはり低減する休止状態に
入ることができる。
【００６８】
　[0082]いくつかの実施形態では、セルＡ２２５－ｃはＰＣｅｌｌ（たとえば、図２のＰ
Ｃｅｌｌ２２５－ａ）であってよいのに対して、セルＢ２２５－ｃおよびセルＣ２２５－
ｄはＳＣｅｌｌ（たとえば、図２のＳＣｅｌｌ２２５－ｂまたはＳＣｅｌｌ２２５－ｎ）
であってよい。いくつかの実施形態では、セルモードインジケータは、セルＡ２２５－ｃ
（たとえば、ＰＣｅｌｌ）によって、セルＢ２２５－ｄおよびセルＣ２２５－ｅ（たとえ
ば、ＳＣｅｌｌ）に関して送信される。たとえば、セルモードインジケータを周期的に送
信するために時間期間４０５（たとえば、１、２、４、５、８、１０など、フレームの数
）が決定され得る。セルＡ２２５－ｃは、所与の時間期間４０５にわたってセルＢ２２５
－ｄおよびセルＣ２２５－ｅがアクティブであるかもしくは休止であるか、またはその時
間期間４０５内のアクティブサブ期間（たとえば、サブフレーム）のセルモード構成に関
して、周期的なセルモード表示４２０を送信（たとえば、ブロードキャスト、マルチキャ
スト、ユニキャストなど）し得る。
【００６９】
　[0083]いくつかの実施形態では、セルＡ２２５－ｃは、セルＢ２２５－ｄおよびセルＣ
２２５－ｅが、セルによってサービスされるＵＥに関する制御情報の自己スケジューリン
グまたはクロスキャリアスケジューリングのために構成されているかどうかにかかわらず
、これらのセルに関するセルモードインジケータを送信する。図４Ａは、２個の他のセル
（たとえば、ＳＣｅｌｌ）に関してセルＡ２２５－ｃ（たとえば、ＰＣｅｌｌ）のキャリ
アを介したセルモードインジケータの送信を示すが、任意の数の（たとえば、１、２、３
、５など）セルに関するセルモードインジケータがセルＡ２２５－ｃによって示され得る
。
【００７０】
　[0084]図４００－ａでは、セルＡ２２５－ｃは、それぞれ、時間期間４０５－ａ、４０
５－ｂ、および４０５－ｃの開始時に、それぞれの時間期間の間のセルＢ２２５－ｄおよ
びセルＣ２２５－ｅに関するセルモードを示すセルモードインジケータ４２０－ａ、４２
０－ｂ、４２０－ｃを送信する。たとえば、セルモードインジケータ４２０－ａは、時間
期間４０５－ａの間に、セルＢ２２５－ｄおよびセルＣ２２５－ｅが休止でないことを示
し得る。セルモードインジケータ４２０－ｂは、時間期間４０５－ｂの間に、セルＢ２２
５－ｄが休止であり、セルＣ２２５－ｅが休止でないことを示し得る。セルモードインジ
ケータ４２０－ｃは、時間期間４０５－ｃにわたってセルＣ２２５－ｅが休止であるのに
対して、時間期間４０５－ｃの一部４２５－ａ（たとえば、１つまたは複数のサブフレー
ムなど）にわたってセルＢ２２５－ｄが休止であることを示し得る。
【００７１】
　[0085]いくつかの実施形態では、セルモード表示の受信の欠如は、休止モードとしてＵ
Ｅ１１５によって解釈され得る。たとえば、セルモードインジケータ４２０－ｂは、セル
Ｂ２２５－ｄに関する表示を省くことができ、ＵＥは、セルモードの表示の欠如を、時間
期間４０５－ｂにわたるセルＢ２２５－ｄの休止として解釈することができる。代替で、
セルは、何のセルモード表示も受信されないフレームにわたってデフォルトのアクティブ
になり得る。たとえば、セルＡ２２５－ｃは、時間期間４０５－ａにわたってセルＢ２２
５－ｄおよびセルＣ２２５－ｅに関するセルモードインジケータ４２０を送信しないこと
があり得、ＵＥ１１５は、時間期間４０５－ａにわたるセルＢ２２５－ｄおよびセルＣ２
２５－ｅにわたるセルモード表示の欠如をデフォルトのアクティブ、すなわち、非休止状



(20) JP 2017-509227 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

態として解釈し得る。
【００７２】
　[0086]加えて、または代替で、セルＡ２２５－ｃは、セルモードインジケータを非周期
的に送信（たとえば、ブロードキャスト、マルチキャスト、ユニキャストなど）し得る。
上で説明されたように、セルモードの非周期的な表示は、さらなるセルモードインジケー
タが送信されるまで有効であり得、あるフレーム内のあるフレームまたはサブフレームに
限定され得る。したがって、セルＡ２２５－ｃは、タイミング方式（たとえば、非周期的
または周期的）と送信方式（たとえば、ユニキャスト、マルチキャスト、ブロードキャス
トなど）の任意の組合せに従って、セルモードインジケータを送信し得る。
【００７３】
　[0087]いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５は、アクティブ化されたＳＣｅｌｌだけに
関するセルモードインジケータを復調する。加えて、または代替で、ＵＥ１１５は、非ア
クティブ化されるが構成されたＳＣｅｌｌに関するセルモードインジケータを復調し得る
。この場合、ＵＥは、アクティブ化されたＳＣｅｌｌがアクティブセルの通常の周期性を
用いてＰＳＳ／ＳＳＳおよびＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ／ＰＲＳを送信することになると仮定
し得る。さらに別の実施形態では、ｅＮＢ１０５はＳＣｅｌｌに関するモード情報をブロ
ードキャストしないことがあり得、ＵＥ１１５は、（たとえば、様々な同期または基準信
号の存在または周期性を検出することによって、など）サブフレームベースでサブフレー
ムに関する動作モードを決定し得る。
【００７４】
　[0088]図４Ｂは、様々な実施形態による、ＳＣｅｌｌのキャリアを介して送られたイン
ジケータを使用した、１つまたは複数のＳＣｅｌｌに関するセルモードの表示の図４００
－ｂを示す。図４００－ｂは、セルＡ２２５－ｃ、セルＢ２２５－ｄ、およびセルＣ２２
５－ｅのためのキャリアを示す（明快のために、ダウンリンクＣＣだけを示す）。例示さ
れるセル２２５は同じＵＥをサポートし得、セル２２５の各々は２個以上のＵＥをサポー
トし得る。セル２２５のうちのいくつか（たとえば、ＳＣｅｌｌ）は、上で説明されたよ
うに、それらのセルが関連するダウンリンクＣＣ３２５上でユーザデータを送信せず、制
御シグナリングおよび基準シグナリングをやはり低減する休止状態に入ることができる。
【００７５】
　[0089]いくつかの実施形態では、セルＡ２２５－ｃはＰＣｅｌｌ（たとえば、図２のＰ
Ｃｅｌｌ２２５－ａ）であり得るのに対して、セルＢ２２５－ｃおよびセルＣ２２５－ｄ
はＳＣｅｌｌ（たとえば、図２のＳＣｅｌｌ２２５－ｂまたはＳＣｅｌｌ２２５－ｎ）で
あり得る。実施形態では、ＳＣｅｌｌはセルモードのインジケータを周期的に送信する。
たとえば、セルモードインジケータを周期的に送信するための時間期間４０５（たとえば
、１、２、４、５、８、１０など、フレームの数）が決定され得る。各ＳＣｅｌｌ（たと
えば、セルＢ２２５－ｄ、セルＣ２２５－ｅなど）は、ＳＣｅｌｌが所与の時間期間にわ
たってアクティブであるかもしくは休止であるかに関するモード表示、またはフレームを
用いたアクティブサブフレームのセルモード構成を送信（たとえば、ブロードキャスト、
マルチキャスト、ユニキャストなど）することができる。
【００７６】
　[0090]いくつかの実施形態では、ＳＣｅｌｌは、ＳＣｅｌｌがＳＣｅｌｌによってサー
ビスされるＵＥに関して自己スケジューリングするように構成されているかまたはクロス
キャリアスケジューリングするように構成されるかにかかわらず、セルモードインジケー
タを周期的に送信する。たとえば、ＳＣｅｌｌが任意のサービスされるＵＥに関して自己
スケジューリングするように構成されていないときでさえ、ＳＣｅｌｌは、セルモードイ
ンジケータを周期的にブロードキャストし得、サービスされるＵＥは、それらのセルモー
ドインジケータに関するＳＣｅｌｌのダウンリンクＣＣ３２５を監視し得る。図４Ｂは、
２個のＳＣｅｌｌ（たとえば、セルＢ２２５－ｄおよびセルＣ２２５－ｅ）のキャリアを
介したセルモードインジケータの送信を示すが、任意の数の（たとえば、１、２、３、５
など）セルに関するセルモードインジケータが同様の様式で示され得る。
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【００７７】
　[0091]図４００－ｂでは、セルＢ２２５－ｄは、時間期間４０５－ｄ、４０５－ｅ、お
よび４０５－ｆの開始時に、それぞれの時間期間の間のセルＢ２２５－ｄに関するセルモ
ードを示すセルモードインジケータ４２０－ｄ、４２０－ｅ、および４２０－ｆを送信す
る。示した例では、セルモードインジケータ４２０－ｄは、セルＢ２２５－ｄが時間期間
４０５－ｄにわたってアクティブ、すなわち、休止でないことを示し、セルモードインジ
ケータ４２０－ｅは、セルＢ２２５－ｄが時間期間４０５－ｅにわたって休止であること
を示し、セルモードインジケータ４２０－ｆは、セルＢ２２５－ｄが時間期間４０５－ｆ
の一部４２５－ｂ（たとえば、１つまたは複数のフレームまたはサブフレーム）にわたっ
て休止であることを示す。同様に、セルＣ２２５－ｅは、それぞれ、時間期間４０５－ｄ
、４０５－ｅ、および４０５－ｆの開始時にセルモードインジケータ４２０－ｇ、４２０
－ｈ、および４２０－ｉを送信する。示される例では、セルモードインジケータ４２０－
ｇおよび４２０－ｈは、セルＣ２２５－ｅが、それぞれ、時間期間４０５－ｄおよび４０
５－ｅにわたって休止でないことを示すのに対して、セルモードインジケータ４２０－ｉ
は、セルＣ２２５－ｅが時間期間４０５－ｆにわたって休止であることを示す。
【００７８】
　[0092]いくつかの実施形態では、ｅＮＢセルモード表示の受信の欠如は、ＵＥ１１５に
よって休止モードとして解釈され得る。たとえば、セルＢ２２５－ｄは、セルモードイン
ジケータ４２０－ｅの送信を省くことができ、したがって、セルＢ２２５－ｄが時間期間
４０５－ｅにわたって休止であることを示す。代替で、セルは、何のセルモード表示も受
信されないフレームにわたってデフォルトのアクティブになり得る。たとえば、セルＢ２
２５－ｄは、セルモードインジケータ４２０－ｄの送信を省くことができ、したがって、
セルＢ２２５－ｄが時間期間４０５－ｄにわたって休止でないことを示す。
【００７９】
　[0093]加えて、または代替で、セルＢ２２５－ｄおよびセルＣ２２５－ｅは、セルモー
ドインジケータを非周期的に送信（たとえば、ブロードキャスト、マルチキャスト、ユニ
キャストなど）し得る。上で説明されたように、セルモードの非周期的な表示は、さらな
るセルモードインジケータが送信されるまで有効であり得、あるフレーム内のあるフレー
ムまたはサブフレームに限定され得る。したがって、セルＢ２２５－ｄおよびセルＣ２２
５－ｅは、タイミング方式（たとえば、非周期的または周期的）と送信方式（たとえば、
ユニキャスト、マルチキャスト、ブロードキャストなど）の任意の組合せに従って、セル
モードインジケータを送信し得る。
【００８０】
　[0094]いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５は、アクティブ化されたＳＣｅｌｌだけに
関するセルモードインジケータを復調する。加えて、または代替で、ＵＥ１１５は、非ア
クティブ化されるが、構成されたＳＣｅｌｌに関するセルモードインジケータを復調し得
る。さらに別の実施形態では、ｅＮＢ１０５はＳＣｅｌｌに関するモード情報をブロード
キャストしないことがあり得、ＵＥ１１５は、（たとえば、様々な同期または基準信号の
存在または周期性を検出することによって、など）サブフレームベースでサブフレームに
関する動作モードを決定し得る。
【００８１】
　[0095]いくつかの実施形態では、図４Ａおよび図４Ｂに示したセル休止インジケータ４
２０は、ＤＣＩシグナリングを使用して送信され得る。図４Ｃは、様々な実施形態による
、ＤＣＩシグナリグを使用した１つまたは複数のＳＣｅｌｌに関するセルモードの表示の
図４００－ｃを示す。図４００－ｃは、セルＡ２２５－ｃおよびセルＢ２２５－ｄのため
のキャリアを示す（明快のために、ダウンリンクＣＣだけを示す）。図４００－ｃでは、
セルＡ２２５－ｃは、セルＢ２２５－ｄが時間期間４０５－ｇ（たとえば、フレームなど
）にわたって休止でないことを示すＤＣＩシグナリング４２０－ｊと、セルＢ２２５－ｄ
が時間期間４０５－ｈにわたって休止であることを示すＤＣＩシグナリング４２０－ｋと
、セルＢ２２５－ｄが時間期間４０５－ｉにわたって休止でないことを示すＤＣＩシグナ
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リング４２０－ｌとを送信する。図４００－ｃは、異なるセルからのセルモード表示の送
信のために使用されるＤＣＩシグナリングを示すが、ＤＣＩシグナリングは、図４Ｂに示
すようなセル自体からのセルモード表示の送信のためにも使用され得る。加えて、または
代替で、ＤＣＩシグナリングは、セル休止インジケータ４２０を含む、物理共有チャネル
（たとえば、ＰＤＳＣＨ）内のメッセージに関するスケジューリングを示し得る。
【００８２】
　[0096]いくつかの実施形態では、セル状態インジケータは、あるサブフレーム内で送信
され得、送信の後、ある数のサブフレーム（たとえば、１、２、４、５、８など）有効に
なる。たとえば、図４００－ｃは、セル状態インジケータ４２０がサブフレームｎ内で送
信され得、サブフレームｎ＋４で開始する休止期間にわたって有効になることを示す。セ
ル状態インジケータが同じセルから（たとえば、セルＢ２２５－ｅから）、または図４Ｃ
に示すＳＣｅｌｌと整合されたフレームである異なるセルから送信される場合、インジケ
ータは、したがって、（サブフレーム６の後、４個のサブフレームを開始する）次の無線
フレームに関するセルモードを示すために、サブフレーム６内で送信され得る。オフセッ
ト４３０は、ＵＥ１１５が、シグナリングを処理して、ＳＣｅｌｌに関する測定する状態
にあることを可能にし得る。
【００８３】
　[0097]周期的な送信に加えて、または代替で、セルモードインジケータは非周期的に送
信され得る。上で説明されたように、セルモードの非周期的な表示は、さらなるセルモー
ドインジケータが送信されるまで有効であり得、あるフレーム内のあるフレームまたはサ
ブフレームに限定され得る。したがって、セル休止インジケータ４２０は、タイミング方
式（たとえば、非周期的または周期的）と送信方式（たとえば、ユニキャスト、マルチキ
ャスト、またはブロードキャスト）の任意の組合せに従って送られ得る。
【００８４】
　[0098]いくつかの実施形態では、セルモードインジケータ４２０は、ＤＣＩフォーマッ
ト１Ｃを使用することができ、共通探索空間内で送信され得る。１つのＤＣＩフォーマッ
ト１Ｃメッセージは、２個を超えるＳＣｅｌｌに関するセルモードインジケータを搬送す
ることができる。たとえば、複数のＳＣｅｌｌ２２５に関するセルモードを表すビットを
含むＤＣＩフォーマット１Ｃを使用してビットマップが送られ得る。ビットマップは、各
ＳＣｅｌｌに関する複数のビットを含むことが可能であり、この場合、複数のビットは、
セル休止インジケータの周期的送信間の時間期間４０５のサブ期間（たとえば、サブフレ
ームなど）に関するセル休止についての情報を搬送するために使用される。他の例では、
ＤＣＩフォーマット３および３Ａを含む他のＤＣＩフォーマットが使用され得る。
【００８５】
　[0099]ＤＣＩフォーマットは比較的高い信頼性を有するが、セルインジケータを受信す
る際のエラーシナリオは様々な様式で処理され得る。いくつかの実施形態では、セルイン
ジケータの周期的送信の受信の欠如は、ＳＣｅｌｌが関連する休止時間期間にわたって休
止しているとして解釈され得る。これは、ＳＣｅｌｌが休止であるとき、ＣＳＩ測定を防
止し得、これは、ＳＣｅｌｌが非休止状態にあるとき、ＣＳＩ測定に関してサブフレーム
を利用しないよりよりもシステム性能により大きな影響を与え得る。
【００８６】
　[0100]いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５は、非コロケート基地局グループ、すなわ
ちｅＮＢ１０５に関連付けられるセルのキャリアアグリゲーションのために構成され得る
。非コロケートｅＮＢ１０５は、各々、複数のキャリア周波数をサポートする、マスタｅ
ＮＢ（ＭｅＮＢ）と１つまたは複数の二次ｅＮＢ（ＳｅＮＢ）とを含み得る。いくつかの
例では、ＭｅＮＢによって利用されるキャリア周波数は、ＳｅＮＢによって利用されるキ
ャリア周波数とは異なり得る。ＳｅＮＢは、半自律的に動作することができ、理想的でな
いバックホールであり得るｅＮＢ間通信インターフェース（たとえば、Ｓ１、Ｘ２など）
を使用してＭｅＮＢに接続され得る。いくつかの例では、ＳｅＭＢは（たとえば、オペレ
ータまたはユーザ展開された、など）スモールセルであり、既存のバックホールを使用し
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てＭｅＮＢと通信しえ、そのバックホールは、専用インターネット接続など、消費者等級
のバックホールであり得る。ＭｅＮＢおよび１つまたは複数のＳｅＮＢからのキャリアを
含むキャリアアグリゲーションションに関する構成は、「マルチフロー」または「デュア
ルコネクティビティ」と呼ばれ得る。
【００８７】
　[0101]ＭｅＮＢに関連付けられるセルは、マスタセルグループ（ＭＣＧ）と呼ばれ得る
。ＭＣＧ内の１つのセルはＰＣｅｌｌとして構成され得、残りのセルはＳＣｅｌｌであり
うる。ＳｅＮＢに関連付けられるセルは、二次セルグループ（ＳＣＧ）と呼ばれ得る。Ｓ
ＣＧは、特殊二次セル（ＳＳＣｅｌｌ）を含み得、それは、ＳＣＧからのセルを使用した
動作のために構成されたＵＥから（関連するアップリンクＣＣ上で）ＰＵＣＣＨを搬送す
るために使用され得る。したがって、デュアルコネクティビティのために構成されたＵＥ
は、アップリンクＰＣＣ上で１つのＰＵＣＣＨをＭｅＮＢに送信し、ＳＳＣｅｌｌのアッ
プリンクＳＣＣ上で第２のＰＵＣＣＨをＳｅＮＢに送信することができる。ＳＳＣｅｌｌ
に関連付けられるＰＵＣＣＨは、ＳＣＧのすべてのセルに関してＣＳＩおよびＨＡＲＱフ
ィードバックを促す。いくつかの実施形態では、ＳＳＣｅｌｌが任意のＵＥのために構成
される場合、そのＳＳＣｅｌｌはアクティブ状態に留まること（たとえば、休止にならな
いこと）が可能である。
【００８８】
　[0102]図５は、様々な実施形態による、デュアルコネクティビティのために構成された
ＵＥ１１５－ｂを備えたワイヤレス通信システム５００の一例を示す。ワイヤレス通信シ
ステム５００では、ＭｅＮＢ１０５－ｂは、ＭＣＧ５１０と関連付けられ得、それは、複
数のキャリア（たとえば、キャリア２２５－ｆ、２２５－ｇ、２２５－ｘなど）を含み得
る。一実施形態では、キャリア２２５－ｆは１つまたは複数の一次キャリア（たとえば、
ＰＣｅｌｌ）であり得、他のキャリア（たとえば、２２５－ｇ、２２５－ｘなど）は１つ
または複数の二次キャリア（たとえば、ＳＣｅｌｌ）であり得る。ＳｅＮＢ１０５－ｃは
、ＳＣＧ５２０と関連付けられ得、それも、複数のキャリア（たとえば、キャリア２２５
－ｈ、２２５－ｉ、２２５－ｙなど）を含み得る。一実施形態では、キャリア２２５－ｈ
はＳＳＣｅｌｌであり得るのに対して、ＳＣＧ５２０の他のキャリア（たとえば、２２５
－ｉ、２２５－ｙなど）はＳＣｅｌｌであり得る。
【００８９】
　[0103]図５に示すように、ＵＥ１１５－ｂは、ＭＣＧ５１０の１つまたは複数のキャリ
アと、ＳＣＧ５２０の１つまたは複数のキャリアとを使用したデュアルコネクティビティ
のために構成され得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｂは、ｅＮＢ１０５－ｂに最初に接続さ
れ得、ＰＣｅｌｌとして、キャリア２２５－ｆで構成され得る。ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈ
は、次いで、ＲＲＣまたはＭＡＣの制御要素（ＣＥ）シグナリングを使用してＵＥ１１５
－ｂのために構成され得る。加えて、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈは、ＲＲＣシグナリングま
たはＭＡＣ　ＣＥシグナリングを使用してＵＥ１１５－ｂのためにアクティブ化および非
アクティブ化され得る。ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈを構成、アクティブ化、および非アクテ
ィブ化するためのシグナリングは、たとえば、ＰＣｅｌｌ２２５－ｃを使用して送信され
得る。
【００９０】
　[0104]いくつかの実施形態では、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈはまた、ＳＳＣｅｌｌ２２５
－ｈがアクティブに送信または受信していない時間期間の間に休止状態に入ることもでき
る。非理想的なバックホールによって引き起こされる可変遅延の可能性により、上で説明
された同期技法を使用してＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈのセル状態をシグナリングすることは
効果的でない場合がある。いくつかの実施形態では、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈのセル状態
を示すために、（たとえば、ＰＣｅｌｌ２２５－ｃを介した）ＲＲＣシグナリングが使用
される。いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５－ｂはＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈのための１
つまたは複数の構成を記憶し、ＰＣｅｌｌ２２５－ｃからのシグナリングは、ＳＳＣｅｌ
ｌ２２５－ｈに関するセル状態の表示を搬送することができ、構成パラメータのフルセッ
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トを含まない場合がある。既存の構成のアクティブ化をシグナリングするために、単一ま
たは複数のビットが使用され得る。単一または複数のビットは、たとえば、ＲＲＣメッセ
ージ、ＭＡＣ　ＣＥ内に含まれ得るか、またはＰＣｅｌｌ２２５－ｃ上の新しいもしくは
既存の物理チャネル内に埋め込まれ得る。いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５－ｂは、
ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈのための複数の構成を記憶し得、それは、アクティブ化、すなわ
ち非休止状態のＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈのための１つまたは複数の構成、ならびに非アク
ティブ化、すなわち休止状態のＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈのための１つまたは複数の構成を
含み得る。
【００９１】
　[0105]いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５－ｂは、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈまたはＳ
ＣＧ５２０のための複数の構成を記憶し得、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈもしくはＳＣＧ５２
０のアクティブ化または再構成は、ＵＥ１１５－ｂが使用すべき記憶された構成の（たと
えば、複数のビットを使用した）シグナリングによって選択され得る。場合によっては、
ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈは、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈまたはＳＣＧ５２０の構成またはア
クティブ化／非アクティブ化に関するシグナリングを搬送し得る。たとえば、ＳＳＣｅｌ
ｌ２２５－ｈは、ＳＣＧ５２０のＳＣｅｌｌまたはＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈ自体を非アク
ティブ化するためのＭＡＣシグナリングを搬送し得る。加えて、または代替で、ＳＳＣｅ
ｌｌ２２５－ｈは、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｈまたはＳＣＧ５２０のセルの状態を示すため
のＭＡＣレイヤシグナリングまたはＰＨＹレイヤシグナリングを搬送し得る。
【００９２】
　[0106]いくつかの実施形態では、上で説明された技法を使用して、ＭＣＧ５１０および
ＳＣＧ５２０のＳＣｅｌｌに関するセル休止がサポートされる。たとえば、ＭＣＧ５１０
に関連するＳＣｅｌｌに関するセル休止のインジケータは、図４Ａを参照して上で説明さ
れたように、ＭＣＧ５１０のＰＣｅｌｌ２２５－ｆによって送信（たとえば、ブロードキ
ャスト、マルチキャスト、ユニキャストなど）され得る。したがって、図４００－ａのセ
ルＡ２２５－ｃは、ＭＣＧ５１０のＳＣｅｌｌ（たとえば、ＳＣｅｌｌ２２５－ｇ、ＳＣ
ｅｌｌ２２５－ｘなど）に関するＰＣｅｌｌ２２５－ｆによるセルモードインジケータ４
２０のブロードキャストを示し得る。セルモードインジケータ４２０は、各ＳＣｅｌｌに
関する複数のビットを搬送し得、ＭＣＧ５１０のＳＣｅｌｌのための複数の構成から選択
し得る。複数の構成は、非休止状態のＳＣｅｌｌのための１つまたは複数の記憶された構
成も、休止状態のＳＣｅｌｌのための１つまたは複数の記憶された構成も含み得る。
【００９３】
　[0107]他の場合では、セル休止のインジケータは、ＭＣＧ５１０のＳＣｅｌｌによって
送信（たとえば、ブロードキャスト、マルチキャスト、ユニキャストなど）され得る。た
とえば、ＳＣｅｌｌ２２５－ｇおよびＳＣｅｌｌ２２５－ｘは、図４ＢのセルＢ２２５－
ｄまたはセルＣ２２５－ｅによって示したようにセル休止を示すセルモードインジケータ
４２０をブロードキャストすることができる。
【００９４】
　[0108]ＳＣＧ５２０に関連付けられるＳｅＮＢ１０５（たとえば、ＳｅＮＢ１０５－ｃ
）は、ＳＳＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌ自体を介してセルモードインジケータを送信（たと
えば、ブロードキャスト、マルチキャスト、ユニキャストなど）することによって、自律
的にまたは半自律的にＳＣＧ５２０のＳＣｅｌｌに関するセル休止を制御し得る。たとえ
ば、セル休止は、図４Ａおよび図４Ｂを参照して説明された技法を使用して、ＳＣＧ５２
０のＳＣｅｌｌに関してサポートされ得る。いくつかの実施形態では、ＳＳＣｅｌｌ２２
５－ｈは、図４Ａを参照して上で説明されたように、ＳＣＧ５２０に関連付けられるＳＣ
ｅｌｌに関するセル休止のインジケータを送信し得る。この例では、ＳＳＣｅｌｌ２２５
－ｈは、図４ＡのセルＡ２２５－ｃによって示すように、各時間期間４０５にわたってア
クティブな状態に留まり得る。他の場合では、セル休止のインジケータは、ＳＣＧ５２０
のＳＣｅｌｌによって送信され得る。たとえば、ＳＣｅｌｌ２２５－ｉおよびＳＣｅｌｌ
２２５－ｙは、図４ＢのセルＢ２２５－ｄまたはセルＣ２２５－ｅによって示したように
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セル休止を示すセルモードインジケータ４２０を送信し得る。セルモードインジケータ４
２０は、複数のビットを搬送し得、ＳＣＧ５１０のＳＣｅｌｌのための複数の記憶された
構成から選択し得る。複数の構成は、非休止状態のＳＣｅｌｌのための１つまたは複数の
記憶された構成、ならびに休止状態のＳＣｅｌｌのための１つまたは複数の記憶された構
成を含み得る。
【００９５】
　[0109]ＭＣＧ５１０およびＳＣＧ５２０のキャリアのセルタイミング（たとえば、フレ
ーム、サブフレームなど）は、同期され得、場合によっては、非同期され得る。加えて、
または代替で、ＭＣＧ５１０およびＳＣＧ５２０に関するセル休止に関する時間期間は異
なり得る。たとえば、ＭＣＧ５１０は１つの無線フレームのセル休止期間を使用すること
ができるのに対して、ＳＣＧ５２０は２つの無線フレームを使用することができる。した
がって、セル休止に関する時間期間およびセル休止に関する周期的な表示は、同じであっ
てよく、または異なってもよく、同期されてもよく、または非同期されてもよい。
【００９６】
　[0110]図６Ａは、様々な実施形態によるセル休止期間に関するＣＳＩ報告構成の図６０
０－ａを示す。図６００－ａは、ｅＮＢ、ＭｅＮＢ、またはＳｅＮＢに関連付けられるＳ
Ｃｅｌｌに関する休止期間に関するＣＳＩ報告を示し得る。図６００－ａは、ＰＣｅｌｌ
２２５－ｊ（または、ＳｅＮＢに関連付けられるセルを示すとき、ＳＳＣｅｌｌ２２５－
ｊ）およびＳＣｅｌｌ２２５－ｋを示す。図６００－ａでは、明快のために、ダウンリン
クＣＣだけを示す。例示するＰＣｅｌｌ、ＳＳＣｅｌｌ、またはＳＣｅｌｌは同じＵＥを
サポートすることができ、ＰＣｅｌｌ、ＳＳＣｅｌｌ、またはＳＣｅｌｌの各々は２個以
上のＵＥをサポートすることができる。ＳＣｅｌｌは、上で説明されたように、それらの
セルが関連するダウンリンクＣＣ３２５上でユーザデータを送信せず、制御シグナリング
および基準シグナリングをやはり低減する休止状態に入り得る。ＵＥは、適宜に、ＳＣｅ
ｌｌ２２５－ｋまたはＰＣｅｌｌ／ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｊのアップリンクキャリア上で
ＣＳＩ報告６３０を送り得る。たとえば、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｊおよびＳＣｅｌｌ２２
５－ｋがＳＣＧ５２０と関連付けられる場合、ＵＥは、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｊのアップ
リンクキャリアを使用してＰＵＣＣＨ上で、またはＳＳＣｅｌｌ２２５－ｊのアップリン
クキャリアを使用して、もしくは、構成されている場合、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｋのアッ
プリンクキャリアを使用して、ＰＵＳＣＨ上でのいずれかで、ＣＳＩを報告し得る。
【００９７】
　[0111]図６００－ａでは、ＳＣｅｌｌ２２５－ｋは、第１の時間期間６２５－ａ（たと
えば、フレームまたはサブフレームなど）にわたってアクティブであり、第２の時間期間
６２５－ｂにわたって休止である。ＰＣｅｌｌ２２５－ｊおよびＳＣｅｌｌ２２５－ｋを
使用してＣＡのために構成されたＵＥ１１５は、（たとえば、アップリンク制御チャネル
上で、など）時間期間６２５－ａにわたってＳＣｅｌｌ２２５－ｋのダウンリンクＣＣ３
２５に関するＣＳＩリソース（たとえば、ＣＲＣ、ＣＳＩ－ＲＳなど）または干渉測定リ
ソース（ＩＭＲ：interference measurement resources）（たとえば、ＣＳＩ干渉測定（
ＣＳＩ－ＩＭ）リソースなど）の測定値に基づくＣＳＩ報告６３０－ａを送り得る。ＣＳ
Ｉ報告６３０－ａは、周期的または非周期的なＣＳＩ報告を含み得る。ＳＣｅｌｌ２２５
－ｋが休止である時間期間６２５－ｂにわたって、ＵＥ１１５はＣＳＩ報告６３０－ｂを
送るように構成され得る。
【００９８】
　[0112]ＣＳＩ報告６３０－ｂは、時間期間６２５－ａにわたるＣＳＩ報告構成とは異な
るＣＳＩ報告構成に基づき得る。いくつかの実施形態では、ＣＳＩ報告６３０－ｂは、Ｓ
Ｃｅｌｌ２２５－ｋがアクティブであったときのＳＣｅｌｌ２２５－ｋのダウンリンクＣ
Ｃ３２５に関するＣＳＩ測定に基づき得る。たとえば、ＵＥ１１５は、休止期間６２５－
ｂの間にＣＳＩを報告し続け得るが、ＣＳＩ報告６３０－ｂは最後の有効なＣＳＩリソー
ス（たとえば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳなど）に基づき得る。したがって、ＣＳＩ報告６３
０－ｂは、時間期間６２５－ａからのチャネル測定または干渉測定に基づくＣＳＩを含み
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得る。
【００９９】
　[0113]いくつかの実施形態では、時間期間６２５－ｂにわたるＣＳＩ報告構成は、他の
タイプを抑制しながら、いくつかのタイプのＣＳＩを報告することを含む。場合によって
は、ＵＥ１１５は、周期的ＣＳＩを報告し続けながら、休止ＳＣｅｌｌに関して非周期的
ＣＳＩに関する報告を抑制し得る。代替で、ＵＥ１１５は、休止ＳＣｅｌｌに関する非周
期的ＣＳＩトリガに基づいて、非周期的ＣＳＩを報告し続けながら、休止ＳＣｅｌｌに関
して周期的ＣＳＩについての報告を抑制し得る。
【０１００】
　[0114]いくつかの実施形態では、時間期間６２５－ｂにわたるＣＳＩ報告構成は、ＣＳ
Ｉ－ＲＳシグナルに基づく測定および報告に関する異なる構成と関連付けられる。たとえ
ば、時間期間６２５－ｂにわたるＣＳＩ報告構成は、時間期間６２５－ａにわたるのとは
異なる基準信号または異なる測定周期性もしくはオフセットに基づいて、ＣＳＩを測定し
て、報告することを含み得る。たとえば、ＣＲＳ－ＲＳは、時間期間６２５－ａに対して
時間期間６２５－ｂの間に同じまたは低減された周期性で送信され得るのに対して、ＣＲ
Ｓは、時間期間６２５－ｂの間、抑制され得る。ＣＳＩ報告６３０－ｂは、送信されたＣ
ＳＩ－ＲＳから生成されたＣＳＩを含み得る。いくつかの例では、ＣＳＩ－ＲＳは、ＳＣ
ｅｌｌが休止であるとき、時間期間にわたってバースト期間の間に送信され得る。たとえ
ば、ＣＳＩ－ＲＳは、Ｍ個のサブフレームのバースト周期性を有するＮ個のサブフレーム
のバースト期間の間のサブフレームオフセットΔ’と、Ｌ個のサブフレームのバーストオ
フセットとを有するＫ’ごとのサブフレームで送信され得、この場合、Ｋ’はＣＳＩ－Ｒ
Ｓ周期性であり、Δ’はセル休止期間にわたるサブフレームオフセットである。パラメー
タＮ、Ｍ、およびＬは、ＤＲＳ構成に従って構成され得、フレームまたはサブフレームに
関して定義され得る。いくつかの例では、Ｋ’およびΔ’は、非休止期間にわたって、Ｃ
ＳＩ－ＲＳ周期性ＫおよびサブフレームオフセットΔから別個に構成され得、バースト期
間Ｎに基づいて決定され得（たとえば、サブフレームオフセットΔ’は、バースト期間Ｎ
を法としたサブフレームオフセットΔである、など）、またはデフォルト値であり得る。
【０１０１】
　[0115]加えて、または代替で、時間期間６２５－ｂにわたるＣＳＩ報告構成は、時間期
間６２５－ａとは異なるセルまたは異なるアンテナポート構成に基づいて、ＣＳＩを測定
して、報告することを含む。たとえば、ＣＳＩ－ＲＳは、アンテナポートのサブセットか
らの時間期間６２５－ｂなど、休止期間の間にＳＣｅｌｌによって送信され得る。いくつ
かの例では、ＵＥ１１５は、アンテナポートのデフォルトサブセットの間に時間期間６２
５－ｂにわたってＣＳＩを報告し得るか、またはデフォルト送信モードにわたってＣＳＩ
を報告し得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、（たとえば、サービングＳＣｅｌｌか
らのＤＲＳバースト間の時間期間の間に近隣の非サービングＳＣｅｌｌによって送信され
たＣＳＩ－ＲＳに基づいて、など）時間期間６２５－ｂにわたって少なくとも１つの近隣
の非サービスＳＣｅｌｌに関するＣＳＩを報告し得る。報告のための近隣の非サービング
ＳＣｅｌｌは、（たとえば、サービングＳＣｅｌｌと同じＰＣＩ、ＰＣｅｌｌまたはＳＳ
Ｃｅｌｌを介して示されるＰＣＩなどを有する、など）近隣セルの物理セルインデックス
（ＰＣＩ）に従って決定され得る。
【０１０２】
　[0116]加えて、または代替で、チャネル測定値および干渉測定値は休止期間６２５－ｂ
にわたって異なって対処され得る。たとえば、ＵＥ１１５は、時間期間６２５－ｂにわた
ってＩＭＲの測定値（たとえば、ＣＳＩ－ＩＭなど）に基づいてＣＳＩを報告し得るが、
ＳＣｅｌｌ２２５－ｋがアクティブであった最近の時間時間（たとえば、時間期間６２５
－ａ）からのチャネル測定値に基づいてＣＱＩを報告し得る。他の例では、ＵＥ１１５は
、時間期間６２５－ｂにわたってＩＭＲの測定値（たとえば、ＣＳＩ－ＩＭなど）に基づ
いてＣＳＩを報告し得るが、時間期間６２５－ｂにわたってＣＱＩ報告を抑制し得る。場
合によっては、ＵＥ１１５は、休止期間６２５－ｂの間にＵＥ１１５がＳＣｅｌｌから基
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準信号を受信することができなかったことを示す「ヌル」ＣＳＩ報告６３０－ｂを送り得
る。
【０１０３】
　[0117]いくつかの例では、ＵＥ１１５はＣＳＩ報告に関する平均化を実行し得る。休止
サブ期間と非休止サブ期間とを含む平均化が実行される時間期間に関して、ＵＥ１１５は
、様々な様式で平均化を実行し得る。たとえば、ＵＥは、ＳＣｅｌｌがアクティブであっ
たサブフレーム上でだけチャネル測定値（たとえば、ＣＱＩ）に関する平均化を実行し得
、ＳＣｅｌｌが休止であったサブフレームをチャネル測定値に関して無効と見なし得る。
ＵＥ１１５は、休止サブフレームを含めて、任意のサブフレーム上の干渉（たとえば、Ｉ
ＭＲ）に関する平均化を実行し得る。ＳＣｅｌｌに関して、拡張されたセル間干渉キャン
セレーション（ｅＩＣＩＣ:enhanced Inter-Interference Cancellation）が用いらる場
合、干渉に関する平均化は、サブフレームサブセットに限定され得る（たとえば、ｅＩＣ
ＩＣがダウンリンク内で用いられない、など）。
【０１０４】
　[0118]図６Ｂは、様々な実施形態による、セル休止期間に関するＣＳＩ報告構成の図６
００－ｂを示す。図６００－ｂは、ｅＮＢ、ＭｅＮＢ、またはＳｅＮＢに関連付けられる
ＳＣｅｌｌに関する休止期間に関するＣＳＩ報告を示し得る。図６００－ｂは、ＰＣｅｌ
ｌ２２５－ｊ（または、ＳｅＮＢに関連付けられるセルを示すとき、ＳＳＣｅｌｌ２２５
－ｊ）およびＳＣｅｌｌ２２５－ｋを示す。図６００－ｂでは、明快のために、ダウンリ
ンクＣＣだけを示す。例示されるＰＣｅｌｌ、ＳＳＣｅｌｌ、またはＳＣｅｌｌは同じＵ
Ｅをサポートし得、ＰＣｅｌｌ、ＳＳＣｅｌｌ、またはＳＣｅｌｌの各々は２個以上のＵ
Ｅをサポートし得る。ＳＣｅｌｌは、上で説明されたように、それらのセルが関連するダ
ウンリンクＣＣ３２５上でユーザデータを送信せず、制御シグナリングおよび基準シグナ
リングをやはり低減する休止状態に入り得る。ＵＥは、適宜に、ＳＣｅｌｌ２２５－ｋま
たはＰＣｅｌｌ／ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｊのアップリンクキャリア上でＣＳＩ報告６３０
を送り得る。たとえば、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｊおよびＳＣｅｌｌ２２５－ｋがＳＣＧ５
２０と関連付けられる場合、ＵＥは、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｊのアップリンクキャリアを
使用してＰＵＣＣＨ上で、またはＳＳＣｅｌｌ２２５－ｊのアップリンクキャリアを使用
して、もしくは、構成されている場合、ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｋのアップリンクキャリア
を使用して、ＰＵＳＣＨ上でのいずれかで、ＣＳＩを報告し得る。
【０１０５】
　[0119]図６００－ｂでは、ＳＣｅｌｌ２２５－ｋは、第１の時間期間６２５－ｃ（たと
えば、フレームまたはサブフレームなど）にわたってアクティブであり、第２の時間期間
６２５－ｄにわたって休止である。ＰＣｅｌｌ／ＳＳＣｅｌｌ２２５－ｊおよびＳＣｅｌ
ｌ２２５－ｋを使用してＣＡのために構成されたＵＥ１１５は（たとえば、アップリンク
制御チャネル上で、など）時間期間６２５－ｃにわたってＳＣｅｌｌ２２５－ｋに関連付
けられるダウンリンクＣＣ３２５に関するＣＳＩリソースまたはＩＭＲに関する測定値に
基づくＣＳＩ報告６３０－ｃを送ることができる。ＣＳＩ報告６３０－ｃは、周期的また
は非周期的なＣＳＩ報告を含み得る。ＳＣｅｌｌ２２５－ｋが休止である時間期間６２５
－ｄにわたって、ＵＥ１１５はＣＳＩ報告を抑制するように構成され得る。たとえば、Ｕ
Ｅ１１５は、ＳＣｅｌｌ２２５－ｋが休止モードで動作していたときに、基準ＣＳＩフィ
ードバックサブフレーム（たとえば、ＣＱＩ測定サブフレーム、ＩＭＲサブフレームなど
）が生じる場合、ＣＳＩフィードバックを報告することをスキップすることが可能にされ
得る。
【０１０６】
　[0120]図７は、様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休止
セルに関する動的セルモード表示ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告のた
めのデバイス７００を示す。デバイス７００は、図１、図２、図５、および図１０を参照
して説明されたＵＥ１１５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス７００は
、受信機７０５、休止モジュール７１０、または送信機７１５を含み得る。デバイス７０
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０はプロセッサをも含み得る（図示せず）。これらの構成要素の各々は、互いに通信して
いることがある。
【０１０７】
　[0121]受信機７０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル（たとえ
ば、制御チャネル、データチャネルなど）に関連付けられる制御情報などの情報を受信し
得る。受信機７０５は、一次セルに関連付けられる一次キャリアおよび特殊二次セルを含
む二次セルに関連付けられる１つまたは複数の二次キャリアを介して、様々な情報チャネ
ルを受信し得る。情報７２０は、休止モジュール７１０に、およびデバイス７００の他の
構成要素に渡され得る。たとえば、情報７２０は、キャリア情報（たとえば、監視のため
のターゲットキャリアの表示）を含み得る。
【０１０８】
　[0122]休止モジュール７１０は、少なくとも１つの二次キャリアが休止であるという周
期的な表示に関して、一次キャリアおよび１つまたは複数の二次キャリアの中からあるキ
ャリアを（たとえば、受信機７０５を介して）監視するための手段であり得る。休止モジ
ュール７１０は、表示に基づいて、少なくとも１つの二次キャリアが時間の所定の期間に
わたって休止であるかどうかを決定するための手段でもあり得る。休止モジュール７１０
は、信号７２５を送信機７１５に通信することができる。信号７２５は、たとえば、１つ
または複数の二次キャリアに関するフィードバック情報（たとえば、ＣＳＩなど）を含み
得る。
【０１０９】
　[0123]送信機７１５は、デバイス７００の他の構成要素から受信された１つまたは複数
の信号（たとえば、信号７２５など）を送信し得る。送信機７１５は、一次セルに関連付
けられる一次キャリアおよび二次セルに関連付けられる１つまたは複数の二次キャリアを
介して、情報を送信し得る。いくつかの実施形態では、送信機７１５は、トランシーバモ
ジュール内で受信機７０５とコロケートされ得る。送信機７１５は単一のアンテナを含み
得るか、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【０１１０】
　[0124]図８は、様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休止
セルに関する動的セルモード表示ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告のた
めのデバイス８００を示す。デバイス８００は、図１、図２、図５、および図１０を参照
して説明されるＵＥ１１５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス８００は
、図７を参照して説明されたデバイス７００の一例であり得る。デバイス８００は、受信
機７０５－ａ、休止モジュール７１０－ａ、または送信機７１５－ａを含み得、それらは
、デバイス７００の対応する構成要素の例であり得る。デバイス８００はプロセッサをも
含み得る（図示せず）。これらの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。た
とえば、受信機７０５－ａは、１つまたは複数の信号８２５を送信機７１５－ａに渡し得
る休止モジュール８１０－ａに情報８２０を渡し得る。休止モジュール７１０－ａは、休
止監視モジュール８０５、休止決定モジュール８１０、またはチャネル状態情報（ＣＳＩ
）構成モジュール８１５を含み得る。受信機７０５－ａおよび送信機７１５－ａは、それ
ぞれ、図６の受信機７０５および送信機７１５の機能を実行し得る。
【０１１１】
　[0125]休止監視モジュール８０５は、少なくとも１つの二次キャリアが休止であるとい
う周期的な表示に関して、一次キャリアおよび１つまたは複数の二次キャリアの中からあ
るキャリアを監視するための手段であり得る。一実施形態では、休止監視モジュール８０
５は、表示を備えるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に関する事前に定義された時間間隔
においてキャリアの探索空間を監視するための手段であり得る。いくつかの実施形態では
、休止監視モジュール８０５は、第１のキャリアグループ（たとえば、ＭＣＧ５１０）と
第２のキャリアグループ（たとえば、ＳＣＧ５２０）とを含む複数キャリア構成に関する
セル休止の周期的な表示を監視するための手段であり得る。いくつかの例では、休止監視
モジュール８０５は、時間の所定の期間にわたって１つまたは複数のキャリアに関するセ
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ル休止を示すセルモード表示を受信し得る。別の例では、休止監視モジュール８０５は、
（たとえば、次のセルモード表示が受信されるまで）時間の不確定な期間にわたって１つ
または複数のキャリアに関する休止を示すセルモードインジケータを受信し得る。休止監
視モジュール８０５は、セル休止の表示８３０を休止決定モジュール８１０に渡し得る。
【０１１２】
　[0126]休止決定モジュール８１０は、休止監視モジュール８０５から渡された表示８３
０に基づいて、少なくとも１つの二次キャリアが（たとえば、非周期的に、所定の時間期
間にわたって、など）休止であるかどうかを決定するための手段であり得る。一実施形態
では、休止決定モジュール８１０は、表示の存在に基づいて、少なくとも１つの二次キャ
リアが所定の時間期間にわたって休止であることを決定するための手段であり得る。別の
実施形態では、表示の存在に基づいて、少なくとも１つの二次キャリアが所定の時間期間
にわたって休止であることを決定するための手段。いくつかの実施形態では、休止決定モ
ジュール８１０は、第１のキャリアグループ（たとえば、ＭＣＧ５１０）および第２のキ
ャリアグループ（たとえば、ＳＣＧ５２０）からの１つまたは複数の二次キャリアが所定
の時間期間にわたって休止であるかどうかを決定するための手段であり得る。休止決定モ
ジュール８１０は、少なくとも１つの二次キャリアに関する休止決定８３５をＣＳＩ構成
モジュール８１５に渡し得る。
【０１１３】
　[0127]ＣＳＩ構成モジュール８１５は、少なくとも１つの二次キャリアが所定の時間期
間にわたって休止であるという決定に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの二
次キャリアに関するＣＳＩ報告構成を決定するための手段であり得る。ＣＳＩ構成モジュ
ール８１５は、休止決定８３５を受信することができ、休止決定８３５に少なくとも部分
的に基づいて、ＣＳＩ報告構成を決定することができる。一実施形態では、ＣＳＩ報告モ
ジュール８１５は、周期的ＣＳＩ報告もしくは非周期的ＣＳＩ報告のうちの１つもしくは
複数、またはそれらの組合せに関して、少なくとも１つの二次キャリアに関するＣＳＩ報
告を抑制するための手段であり得る。一実施形態では、ＣＳＩ報告モジュール８１５は、
少なくとも１つの二次キャリアが非休止であった少なくとも１つの時間期間の間のその少
なくとも１つの二次キャリアのチャネル測定値に基づいてＣＳＩを報告するための手段で
あり得る。場合によっては、ＣＳＩ報告構成は、少なくとも１つの時間期間からのチャネ
ル測定値を平均化することを備える。場合によっては、この構成は、所定の時間期間の間
に少なくとも１つの二次キャリアに関する測定値に基づいてＣＳＩを報告することを備え
得る。
【０１１４】
　[0128]いくつかの実施形態では、ＣＳＩ構成モジュール８１５は、第１のキャリアグル
ープ（たとえば、ＭＣＧ５１０）と第２のキャリアグループ（たとえば、ＳＣＧ５２０）
とを含む複数キャリア構成に関する休止キャリアに関するＣＳＩ報告構成を決定するため
の手段であり得る。ＣＳＩ構成モジュール８１５は、１つまたは複数のＣＳＩ報告構成に
従って、第１のキャリアグループの二次キャリアおよび第２のキャリアグループの二次キ
ャリアに関するＣＳＩ報告を別々に決定し得る。たとえば、ＣＳＩ構成モジュール８１５
は、ＭＣＧに関連付けられるＣＳＩ報告構成に従って、ＭＣＧ５１０の休止している二次
キャリアに関するＣＳＩをＭｅＮＢに報告して、ＳＣＧ５２０に関連付けられるＣＳＩ構
成に従って、ＳＣＧ５２０の二次キャリアに関するＣＳＩをＳｅＮＢに報告し得る。
【０１１５】
　[0129]いくつかの例では、ＣＳＩ構成モジュール７１５によって決定されたＣＳＩ報告
構成は、二次キャリアが休止である所定の時間期間にわたるＣＳＩ－ＲＳ測定構成を含み
得る。たとえば、ＣＳＩ－ＲＳ測定構成は、上で説明されたように、ＣＳＩ－ＲＳ信号に
関する低減された周期性、ＤＲＳ構成に基づくＣＳＩ－ＲＳ送信、アンテナポートの低減
されたサブセットに関するＣＳＩ－ＲＳ信号の測定、または異なる二次キャリアに関する
ＣＳＩ－ＲＳ信号の測定を含み得る。
【０１１６】
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　[0130]図９は、様々な実施形態による、デュアルコネクティビティキャリアアグリゲー
ション環境における、休止セルに関する動的セルモード表示ならびにチャネルおよび干渉
フィードバックの報告のためのデバイス９００を示す。デバイス９００は、図１、図２、
図５、および図１０を参照して説明されたＵＥ１１５の１つまたは複数の態様の一例であ
り得る。デバイス９００は、図７および図８を参照して説明されたデバイス７００または
８００の一例でもあり得る。デバイス９００は、デバイス７００および８００の、それぞ
れ、受信機７０５、休止モジュール７１０、および送信機７１５を参照して上で説明され
た機能を実行することができる受信機７０５－ｂと、休止モジュール７１０－ｂと、送信
機７１５－ｂとを含み得る。デバイス９００はプロセッサをも含み得る（図示せず）。デ
バイスはまた、デュアルコネクティビティモジュール９４０も含み得る。これらの構成要
素の各々は、互いに通信していることがある。たとえば、受信機７０５－ｂは、休止モジ
ュール７１０－ｂまたはデュアルコネクティビティモジュール９４０に情報９０５を通信
し得る。休止モジュール７１０－ｂまたはデュアルコネクティビティモジュール９４０は
、情報９１５を送信機７１５－ｂに渡し得る。
【０１１７】
　[0131]デュアルコネクティビティモジュール９４０は、非コロケートｅＮＢ１０５に関
連付けられるセルを含むキャリアアグリゲーション構成で動作することに関連付けられる
機能を実行することができる。たとえば、デュアルコネクティビティモジュール９４０は
、ＭｅＮＢ１０５との接続を確立し得、ＭｅＮＢ１０５に関連付けられるＭＣＧ５１０の
１つまたは複数のＳＣｅｌｌに関する構成を受信し得る。デュアルコネクティビティモジ
ュール９４０は、ＳｅＮＢ１０５に関連付けられるＳＣＧ５２０のセルに関する構成情報
を受信し得、ＳＣＧ構成モジュール９４５は、ＳＣＧ５２０のＳＳＣｅｌｌおよび１つま
たは複数のＳＣｅｌｌの構成、アクティブ化、および非アクティブ化を管理し得る。場合
によっては、構成情報は、受信機７０５－ｂから渡された情報９０５によって伝えられ得
る。場合によっては、デュアルコネクティビティモジュール９４０は、休止モジュール７
１０－ｂと双方向に通信し得る（たとえば、接続情報９１０はデュアルコネクティビティ
モジュール９４０と休止モジュール７１０－ｂとの間で渡され得る）。
【０１１８】
　[0132]いくつかの実施形態では、ＳＣＧ構成モジュール９４５は、ＳＣＧ５２０のＳＳ
Ｃｅｌｌに関する１つまたは複数の構成を記憶し得る。デュアルコネクティビティモジュ
ール９４０は、ＰＣｅｌｌからのシグナリングに基づいて、ＳＳＣｅｌｌをアクティブ化
または非アクティブ化し得る。たとえば、デュアルコネクティビティモジュール９４０は
、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ内の、またはＳＳＣｅｌｌのアクティブ化のためのＰ
Ｃｅｌｌ上の新しいまたは既存の物理チャネル内に埋め込まれたシングルビットを（たと
えば、情報９０５を介して）受信し得る。デュアルコネクティビティモジュール９４０は
、ＳＣＧ構成モジュール９４５から記憶された構成を検索して、その記憶された構成に従
って、ＳＳＣｅｌｌをアクティブ化し得る。このようにして、デュアルコネクティビティ
モジュール９４０は、構成パラメータのフルセットを受信せずに、ＲＲＣシグナリングに
基づいてＳＳＣｅｌｌをアクティブ化することができる。
【０１１９】
　[0133]いくつかの実施形態では、ＳＣＧ構成モジュール９４５は、ＳＳＣｅｌｌまたは
ＳＣＧ５２０に関する複数の構成を記憶し得、デュアルコネクティビティモジュール９４
０は、記憶された構成のうちのどれを使用すべきかを示す、受信されたシグナリングに基
づいて（たとえば、複数のビットを使用して）ＳＳＣｅｌｌまたはＳＣＧ５２０をアクテ
ィブ化または再構成し得る。場合によっては、ＳＳＣｅｌｌは、ＳＳＣｅｌｌまたはＳＣ
Ｇ５２０の構成またはアクティブ化／非アクティブ化に関するシグナリングを搬送し得る
。たとえば、ＳＳＣｅｌｌは、ＳＣＧ５２０のＳＣｅｌｌまたはＳＳＣｅｌｌ自体を非ア
クティブ化するためのＭＡＣシグナリングを搬送し得る。加えて、または代替で、ＳＳＣ
ｅｌｌから受信されたＭＡＣレイヤシグナリングまたはＰＨＹレイヤシグナリングは、Ｓ
ＳＣｅｌｌまたはＳＣＧ５２０のセルの状態を示し得る。
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【０１２０】
　[0134]デュアルコネクティビティモジュール９４０は、（たとえば、情報９１０を使用
して）休止モジュール７１０－ｂと協働して、ＭＣＧ５１０およびＳＣＧ５２０に関連付
けられるＳＣｅｌｌのセル休止を監視し得る。たとえば、休止モジュール７１０－ｂは、
図４Ａおよび図５を参照して上で説明されたように、ＭＣＧ５１０のＳＣｅｌｌに関連付
けられるセルモードの表示のために、ＭＣＧ５１０のＰＣｅｌｌのキャリアを監視し得る
。他の場合には、休止モジュール７１０－ｂは、図４Ｂおよび図５を参照して上で説明さ
れたように、セル休止の表示のために、ＭＣＧ５１０のＳＣｅｌｌのキャリアを監視し得
る。同様に、休止モジュール７１０－ｂは、図４Ａ、図４Ｂ、および図５を参照して上で
説明されたように、ＳＣＧ５２０のＳＣｅｌｌに関連付けられるセルモードの表示のため
に、ＳＣＧ５２０のＳＳＣｅｌｌのキャリア、またはＳＣｅｌｌのキャリアを監視し得る
。場合によっては、ＭＣＧ５１０のＳＣｅｌｌに関する休止インジケータは、ＳＣＧ５２
０のＳＣｅｌｌに関する休止インジケータとは異なって対処され得る。このようにして、
休止モジュール７１０－ｂは、ＳＣＧ５２０の各ＳＣｅｌｌを監視しながら、ＭＣＧ５１
０のＳＣｅｌｌの休止インジケータに関してＭＣＧ５１０のＰＣｅｌｌを監視し得る。上
で説明されたように、休止モジュール７１０－ｂは、場合によっては、構成されたＳＣｅ
ｌｌ、またはアクティブ化されたＳＣｅｌｌに関するセルモードインジケータを監視し得
る。
【０１２１】
　[0135]図１０は、様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休
止セルに関する動的セルモード表示ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告の
ためのシステム１０００を示す。システム１０００は、ＵＥ１１５－ｃを含み得、それは
、図１、図２、または図５のＵＥ１１５の一例であり得る。
【０１２２】
　[0136]ＵＥ１１５－ｃは、概して、通信を送信するための構成要素と通信を受信するた
めの構成要素とを含む、双方向の音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。Ｕ
Ｅ１１５－ｃは、アンテナ１０４０と、トランシーバモジュール１０３５と、プロセッサ
モジュール１００５と、（ソフトウェア（ＳＷ）１０２０を含む）メモリ１０１５とを含
み得、それらの各々が（たとえば、１つまたは複数のバス１０４５を介して）直接または
間接的に互いに通信することができる。トランシーバモジュール１０３５は、上で説明さ
れたように、アンテナ１０４０または１つもしくは複数のワイヤードもしくはワイヤレス
リンクを介して、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信するように構成され得る
。たとえば、トランシーバモジュール１０３５は、図１、図２、または図５を参照して基
地局１０５と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール１０３５は
、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ１０４０に提供し、ア
ンテナ１０４０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。
ＵＥ１１５－ｃは単一のアンテナ１０４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｃは、複数のワイ
ヤレス送信を同時に送信または受信することが可能な複数のアンテナ１０４０を有し得る
。トランシーバモジュール１０３５は、複数のコンポーネントキャリアを介して１つまた
は複数の基地局１０５と同時に通信することが可能であり得る。
【０１２３】
　[0137]ＵＥ１１５－ｃは、休止モジュール７１０－ｃを含み得、それは、図７、図８、
および図９のデバイス７００、８００、および９００の休止モジュール７１０に関して上
で説明された機能を実行し得る。ＵＥ１１５－ｃはまた、チャネル品質モジュール１０２
５とキャリアアグリゲーションモジュール１０３０とを含み得る。チャネル品質モジュー
ル１０２５は、構成されたキャリアに関するチャネル測定および干渉測定を実行し得る。
たとえば、チャネル品質モジュール１０２５は、図６Ａおよび図６Ｂに関して上で説明さ
れたように、ＣＳＩ報告のためにＳＣｅｌｌのキャリアの測定を実行し得る。キャリアア
グリゲーションモジュール１０３０は、キャリアアグリゲーションのためにＵＥ１１５－
ｃを構成することに関連付けられる機能を実行し得る。たとえば、キャリアアグリゲーシ



(32) JP 2017-509227 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

ョンモジュール１０３０は、１つまたは複数のＳＣｅｌｌのスケジューリングおよびアク
ティブ化／非アクティブ化を構成することを含めて、ＵＥ１１５－ｃに関する１つまたは
複数のＳＣｅｌｌを構成するためのメッセージング（たとえば、ＲＲＣ、ＭＡＣなど）を
処理し得る。ＵＥ１１５－ｃは、デュアルコネクティビティモジュール９４０－ａを含み
得、それは、図９のデバイス９００のデュアルコネクティビティモジュール９４０に関し
て上で説明された機能を実行し得る。
【０１２４】
　[0138]メモリ１０１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）とを含み得る。メモリ１０１５は、実行されると、プロセッサモジュール１００５
に本明細書で説明される様々な機能（たとえば、呼処理、データベース管理、キャリアモ
ードインジケータの処理、ＣＳＩ構成に従った休止ＳＣｅｌｌに関するＣＳＩの報告など
）実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可
能ソフトウェア／ファームウェアコード１０２０を記憶することができる。代替で、ソフ
トウェア／ファームウェアコード１０２０は、プロセッサモジュール１００５によって直
接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると）コンピ
ュータに本明細書で説明する機能を実行させるように構成され得る。プロセッサモジュー
ル１００５は、インテリジェントハードウェアデバイス、（たとえば、中央処理ユニット
（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含み得
る。
【０１２５】
　[0139]図１１は、様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休
止セルに関する動的セルモード表示ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告の
ためのデバイス１１００を示す。デバイス１１００は、図１、図２、および図５を参照し
て説明されたｅＮＢ１０５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス１１００
は、受信機１１０５、キャリアアグリゲーション構成モジュール１１１０、休止表示モジ
ュール１１１５、または送信機１１２０を含み得る。デバイス１１００はプロセッサをも
含み得る（図示せず）。これらの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。
【０１２６】
　[0140]受信機１１０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル（たと
えば、制御チャネル、データチャネルなど）に関連付けられる制御情報などの情報を受信
することができる。受信機１１０５は、１つまたは複数のキャリアを介して様々な情報チ
ャネルを受信し得る。受信された情報１１２５は、キャリアアグリゲーション構成モジュ
ール１１１０に、およびデバイス１１００の他の構成要素に渡され得る。
【０１２７】
　[0141]キャリアアグリゲーション構成モジュール１１１０は、一次キャリア（たとえば
、ＰＣｅｌｌ）と１つまたは複数の二次キャリア（たとえば、ＳＣｅｌｌ）とを含む複数
のキャリアを使用して、１つまたは複数のＵＥ１１５との通信のための構成を基地局１０
５においてを確立するための手段であり得る。キャリアアグリゲーション構成モジュール
１１１０は、キャリア（たとえば、ＰＣｅｌｌ、ＳＳＣｅｌｌ、またはＳＣｅｌｌ）およ
びキャリアアグリゲーションのためのＵＥ１１５を構成することに関連付けられる機能を
実行し得る。たとえば、キャリアアグリゲーション構成モジュール１１１０は、１つまた
は複数のＳＣｅｌｌのスケジューリングおよびアクティブ化／非アクティブ化を構成する
ことを含めて、１つまたは複数のＳＣｅｌｌを使用して、キャリアアグリゲーションのた
めに１つまたは複数のＵＥを構成するためのメッセージング（たとえば、ＲＲＣ、ＭＡＣ
など）を処理し得る。場合によっては、キャリアアグリゲーション構成モジュール１１１
０は、ＵＥ１１５に関してなど、基準信号（たとえば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＰＲＳな
ど）を送信するためのスケジュールを調整し得る。基準信号を送信するためのスケジュー
ルを調整することは、休止である二次キャリアに基づき得る。場合によっては、キャリア
アグリゲーション構成モジュール１１１０は、基準信号送信の頻度（すなわち、時間頻度
）を低減し得る。
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【０１２８】
　[0142]いくつかの実施形態では、キャリアアグリゲーション構成モジュール１１１０は
、非コロケート基地局グループ、すなわちｅＮＢ１０５に関連付けられるセルを使用して
、キャリアアグリゲーションのために構成されたＵＥのためのキャリアアグリゲーション
を管理し得る。たとえば、キャリアアグリゲーション構成モジュール１１００は、ＭｅＮ
Ｂ内で実装され得、ＭｅＮＢに関連付けられるＭＣＧのＰＣｅｌｌおよび１つまたは複数
のＳＣｅｌｌをサポートするための機能（たとえば、構成、アクティブ化、および非アク
ティブ化など）を提供し得る。キャリアアグリゲーション構成モジュール１１１０は、１
つまたは複数のＳｅＮＢとのインターフェース、およびＳｅＮＢに関連付けられるＳＳＣ
ｅｌｌまたはＳＣＧの構成（たとえば、構成、アクティブ化、および非アクティブ化など
）の管理のための機能を提供し得る。
【０１２９】
　[0143]他の例では、キャリアアグリゲーション構成モジュール１１００は、ＳｅＮＢ内
で実装され得、ＳｅＮＢに関連付けられるＳＣＧのＳＳＣｅｌｌおよび１つまたは複数の
ＳＣｅｌｌをサポートするための機能（たとえば、構成、アクティブ化、および非アクテ
ィブ化など）を提供し得る。キャリアアグリゲーション構成モジュール１１１０は、Ｓｅ
ＮＢによってサービスされるＵＥに対するデュアルコネクティビティを提供するために、
ＳｅＮＢと１つまたは複数のＭｅＮＢとの間の通信のための構成を提供し得る。
【０１３０】
　[0144]休止表示モジュール１１１５は、キャリアアグリゲーション構成モジュール１１
１０から受信された１つまたは複数の信号１１３０に基づいてなど、１つまたは複数の二
次キャリアからの少なくとも１つの二次キャリアが休止であることを１つまたは複数のＵ
Ｅに示すための手段であり得る。一実施形態では、休止表示モジュール１１１５は、二次
キャリアに関連付けられる探索空間内の送信のためのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を
処理するための手段であり得る。場合によっては、ＤＣＩはＤＣＩフォーマット１Ｃに従
って送信され得る。一実施形態では、休止表示モジュール１１１５は、１つまたは複数の
二次キャリアからの少なくとも１つの二次キャリアが所定の時間期間にわたって非休止で
あるという表示の送信を省くための手段であり得る。休止表示モジュール１１１５は、た
とえば、１つまたは複数のＵＥに関するスケジューリング情報に基づいて、ＳＣｅｌｌが
休止である時間期間を決定し得る。
【０１３１】
　[0145]送信機１１２０は、デバイス１１００の他の構成要素から受信された１つまたは
複数の信号１１３５を送信し得る。いくつかの実施形態では、送信機１１２０は、トラン
シーバモジュールにおいて受信機１１０５とコロケートされ得る。送信機１１２０は単一
のアンテナを含み得、または送信機１１２０は複数のアンテナを含み得る。送信機１１２
０は、休止表示モジュール１１１５と協働して、１つまたは複数の二次キャリアからの少
なくとも１つの二次キャリアが所定の時間期間にわたって休止であるという表示を送信す
るための手段であり得る。いくつかの場合には、送信機１１２０は、二次キャリアとは異
なるキャリアによる表示を送信するための手段であり得る。たとえば、ＰＣｅｌｌは、Ｓ
Ｃｅｌｌが休止であるという表示を送信し得る。他の場合には、送信機１１２０は、ＳＣ
ｅｌｌに関連付けられる二次セル上でＳＣｅｌｌに関する休止表示を送信するための手段
であり得る。
【０１３２】
　[0146]図１２は、様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休
止セルに関する動的セルモード表示ならびにチャネルおよび干渉フィードバックの報告の
ために構成され得る通信システム１２００を示す。システム１２００は、図１、図２、ま
たは図５のシステム１００、２００、または５００の態様の一例であり得る。システム１
２００は、ｅＮＢ１０５－ｃを含み、それは、図１１のデバイス１１００の機能および構
成要素を組み込み得る。
【０１３３】
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　[0147]場合によっては、ｅＮＢ１０５－ｃは、１つまたは複数の有線バックホールリン
クを有し得る。ｅＮＢ１０５－ｃは、コアネットワーク１３０－ａへの有線バックホール
リンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。ｅＮＢ１０５－ｃはまた、
基地局間の通信リンク（たとえば、Ｘ２インターフェースなど）を介して、基地局１０５
－ｍおよび基地局１０５－ｎのような他の基地局１０５と通信し得る。基地局１０５の各
々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し得る。場合に
よっては、ｅＮＢ１０５－ｃは、基地局通信モジュール１２２０を利用して、１０５－ｍ
または１０５－ｎなどの他の基地局と通信し得る。いくつかの実施形態では、基地局通信
モジュール１２２０は、基地局１０５のいくつかの間の通信を行うために、ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内でＸ２インターフェースを提供し得る。いくつ
か実施形態では、ｅＮＢ１０５－ｃは、コアネットワーク１３０－ａを介して他の基地局
と通信し得る。いくつかの場合、ｅＮＢ１０５－ｃは、ネットワーク通信モジュール１２
０５を介してコアネットワーク１３０－ａと通信し得る。
【０１３４】
　[0148]ｅＮＢ１０５－ｃ用の構成要素は、図１、図２、もしくは図５のｅＮＢ１０５ま
たは図１１のデバイス１１００に関して上で論じられた態様を実装するように構成され得
、いくつかの態様は簡潔のためにここで繰り返されない場合がある。たとえば、ｅＮＢ１
０５－ｃは、二次セルのうちの１つまたは複数が休止であるかどうかを二次セルによって
サービスされるＵＥ１１５に示すように構成され得る。ｅＮＢ１０５－ｃは、それぞれ、
デバイス９００のキャリアアグリゲーション構成モジュール１１１０および休止表示モジ
ュール１１１５の例あり得るキャリアアグリゲーション構成モジュール１１１０－ａおよ
び休止表示モジュール１１１５－ａを含み得る。
【０１３５】
　[0149]ｅＮＢ１０５－ｃは、プロセッサモジュール１２２５と、（ソフトウェア（ＳＷ
）１２３５を含む）メモリ１２３０と、トランシーバモジュール１２４０と、アンテナ１
２４５とを含み得、それら各々が、直接的または間接的に、（たとえば、バスシステム１
２５０上で）互いに通信し得る。トランシーバモジュール１２４０は、ＵＥ１１５とアン
テナ１２４５を介して双方向に通信するように構成され得、それは、マルチモードデバイ
スであり得る。トランシーバモジュール１２４０（または、ｅＮＢ１０５－ｃの他の構成
要素）はまた、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）とアンテナ１２４５を介して双
方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール１２４０は、パケットを変
調して、変調されたパケットを送信のためにアンテナ１２４５に提供し、アンテナ１２４
５から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。ｅＮＢ１０５
－ｂは、各々が１つまたは複数の関連するアンテナ１２４５を有する複数のトランシーバ
モジュール１２４０を含み得る。トランシーバモジュールは、図１１の組み合わされた受
信機１１０５および送信機１１２０の一例であり得る。
【０１３６】
　[0150]メモリ１２３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）とを含み得る。メモリ１２３０はまた、実行されると、プロセッサモジュール１２
２５に本明細書で説明される様々な機能（たとえば、カバレージ拡張技法の選択、呼処理
、データベース管理、メッセージルーティングなど）を実行させるように構成された命令
を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１２３５を記
憶し得る。代替で、ソフトウェア１２３５は、プロセッサモジュール１２２５によって直
接的に実行可能でないことがあるが、たとえば、コンパイルされ実行されると、コンピュ
ータに本明細書で説明される機能を実施させるように構成され得る。
【０１３７】
　[0151]プロセッサモジュール１２２５は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）などを含み得る。プロセッサモジュール１２２５は、エンコーダ、キュー処理
モジュール、ベースバンドプロセッサ、ラジオヘッドコントローラ、デジタル信号プロセ
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ッサ（ＤＳＰ）など、様々な特殊目的プロセッサを含み得る。
【０１３８】
　[0152]図１２のアーキテクチャによれば、ｅＮＢ１０５－ｃは基地局通信モジュール１
２２０をさらに含み得る。基地局通信モジュール１２２０は、他の基地局１０５との通信
を管理することができる。通信管理モジュールは、他の基地局１０５と協働してＵＥ１１
５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。たとえば、基
地局通信管理モジュール１２２０は、ＵＥ１１５への送信のためのスケジューリングまた
はビームフォーミングもしくはジョイント送信など、様々な干渉緩和技法を実行し得る。
【０１３９】
　[0153]図１３Ａおよび図１３Ｂは、様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション
環境における、動的セルモード表示のための方法を示すフローチャート１３００－ａおよ
び１３００－ｂを示す。フローチャート１３００－ａおよび１３００－ｂのステップは、
図１、図２、図５、および図１０のＵＥ１１５、または図７～図９のデバイス７００、８
００、もしくは９００によって達成され得る。
【０１４０】
　[0154]フローチャート１３００－ａおよび１３００－ｂのブロック１３０５－ａおよび
１３０５－ｂで、ＵＥは休止表示を監視し得る。一実施形態では、これは、少なくとも１
つの二次キャリアが休止であるという表示（たとえば、周期的、非周期的など）に関して
、一次キャリアおよび１つまたは複数の二次キャリアの中からあるキャリアを監視するこ
とを含み得る。場合によっては、周期表示に対応する所定の時間期間は、１つまたは複数
の無線フレームまたはサブフレームを含み得る。一実施形態では、監視することは休止監
視モジュール８０５によって達成され得る。
【０１４１】
　[0155]場合によっては、ＵＥ１１５は、第１の基地局（たとえば、ＭｅＮＢ）に関連付
けられる第１のキャリアグループ（たとえば、ＭＣＧ）と第２の基地局（たとえば、Ｓｅ
ＮＢ）に関連付けられる第２のキャリアグループ（たとえば、ＳＣＧ）とを含む複数キャ
リア構成に従って、キャリアアグリゲーションのために構成され得る。第１のキャリアグ
ループは、一次キャリアだけを含み得、または一次キャリアと二次キャリアの第１のセッ
トとを含み得る。二次キャリアグループは、二次キャリアの第２のセットを含み得る。Ｕ
Ｅ１１５は、第１のキャリアグループまたは第２のキャリアグループからの二次キャリア
のセル休止に関して１つまたは複数のキャリアを監視し得る。
【０１４２】
　[0156]場合によっては、キャリアを監視するステップは、表示を備えるダウンリンク制
御情報（ＤＣＩ）に関する事前定義された時間間隔においてキャリアの探索空間を監視す
ることを備え得る。場合によっては、少なくとも１つの二次キャリア自体が表示に関して
監視される。他の場合には、少なくとも１つの二次キャリアに関する休止表示に関して、
一次キャリア（たとえば、ＭＣＧのキャリアに関するＰＣｅｌｌ）または特殊二次キャリ
ア（たとえば、ＳＣＧのキャリアのＳＳＣｅｌｌ）が監視される。一実施形態では、表示
を監視することは、少なくとも１つの二次キャリアのアクティブ化状態に基づく。
【０１４３】
　[0157]ブロック１３１０で、ＵＥは、表示が受信されていると決定し得る。一実施形態
では、休止決定モジュール８１０は、その表示に基づいて、少なくとも１つの二次キャリ
アが（たとえば、非周期的に、所定の時間期間にわたって、または所定の時間期間の間の
選択されたサブフレームにわたって、など）休止であるかどうかを決定し得る。デュアル
コネクティビティキャリアアグリゲーション構成では、少なくとも１つの二次キャリアは
、第１のキャリアグループまたは二次キャリアグループの二次キャリアであり得る。
【０１４４】
　[0158]少なくとも１つの二次キャリアに関する休止表示がブロック１３１０で受信され
た場合、ＵＥは、ブロック１３１５で、少なくとも１つの二次キャリアが休止であると決
定し得る。一実施形態では、ブロック１３１０で送信された休止インジケータの存在によ
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って、ブロック１３１５で少なくとも１つの二次キャリアに関する休止が決定される。休
止表示は、非周期的に、所定の時間期間にわたって、または所定の期間の一部（たとえば
、無線フレームのサブフレームなど）にわたって、少なくとも二次キャリアが休止である
ことを示し得る。
【０１４５】
　[0159]ブロック１３１０で受信された表示が、少なくとも１つの二次キャリアが所定の
時間期間にわたって休止でないことを示す場合、ＵＥは、ブロック１３２０で、その少な
くとも１つの二次キャリアが休止でないと決定し得る。場合によっては、ブロック１３１
０での休止表示の欠如は、ブロック１３２０で、その少なくとも１つの二次キャリアが所
定の時間期間にわたって休止でないことを示し得る。
【０１４６】
　[0160]フローチャート１３００－ｂのブロック１３３０で、ＵＥは、休止関連表示の不
在が休止の表示として解釈され得ると決定し得る。たとえば、ＵＥは、１つまたは複数の
二次キャリアのうちの１つの二次キャリアに関する休止に関するＤＣＩ情報の不在はその
キャリアが所定の時間期間にわたって休止になることを意味すると見なし得る。
【０１４７】
　[0161]ブロック１３３５で、１つまたは複数の二次キャリアのうちの少なくとも１つの
二次キャリアに関する表示の不在が検出された場合、ＵＥは、その少なくとも１つの二次
キャリアが所定の時間期間にわたって休止であると決定し得る。
【０１４８】
　[0162]ブロック１３３０で、１つまたは複数の二次キャリアのうちの少なくとも１つの
二次キャリアに関する休止に関する表示が受信された場合、ＵＥは、ブロック１３４０で
、その少なくとも１つの二次キャリアが休止でないと決定することができる。場合によっ
ては、休止に関する表示は、少なくとも１つの二次キャリアが時間の所定の期間にわたっ
て休止であることを示すことができ、時間の所定の期間のサブ期間にわたる情報を含み得
る。たとえば、表示は、少なくとも１つの二次キャリアがアクティブである無線フレーム
内のサブフレームを示し得る。ＵＥは、少なくとも１つの二次キャリアが他のサブフレー
ムにわたって休止であると決定することができる。加えて、または代替で、休止に関する
表示は、少なくとも１つの二次キャリアが非周期的に休止であることを示し得る。
【０１４９】
　[0163]図１４は、様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション環境における、休
止セルに関するチャネルおよび干渉フィードバックの報告のための方法を示すフローチャ
ート１４００を示す。ここでステップは、図１、図２、図５、および図１０のＵＥ１１５
、または図７～図９のデバイス７００、８００、もしくは９００によって達成され得る。
【０１５０】
　[0164]ブロック１４０５で、ＵＥ１１５は、少なくとも１つの二次キャリアが休止であ
ると決定し得る。ＵＥ１１５は、たとえば、セル休止の表示に基づいて、または二次セル
によって送信されたキャリア内の信号からセル休止を推論することに基づいて、少なくと
も１つの二次キャリアが休止であると決定し得る。
【０１５１】
　[0165]場合によっては、ＵＥ１１５は、第１の基地局（たとえば、ＭｅＮＢ）に関連付
けられる第１のキャリアグループ（たとえば、ＭＣＧ）と第２の基地局（たとえば、Ｓｅ
ＮＢ）に関連付けられる第２のキャリアグループ（たとえば、ＳＣＧ）とを含む複数キャ
リア構成に従って、キャリアアグリゲーションのために構成され得る。第１のキャリアグ
ループは、一次キャリアだけを含み得、または一次キャリアと二次キャリアの第１のセッ
トとを含み得る。二次キャリアグループは、二次キャリアの第２のセットを含み得る。少
なくとも１つの二次キャリアは、第１のキャリアグループまたは第２のキャリアグループ
の二次キャリアを含み得る。
【０１５２】
　[0166]ブロック１４１０で、ＵＥ１１５は、少なくとも１つの二次キャリアに関する周
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期的または非周期的なＣＳＩ報告を抑制するかどうかを決定し得る。一実施形態では、Ｕ
Ｅ１１５は、周期的ＣＳＩ報告と非周期的ＣＳＩ報告の両方に関してＣＳＩ報告を抑制し
得る。他の実施形態では、ＵＥ１１５は、周期的ＣＳＩを報告しながら、非周期的ＣＳＩ
報告を抑制し得る。さらに他の実施形態では、ＵＥ１１５は、少なくとも１つのキャリア
が休止であるときですら、少なくとも１つの二次キャリアに関する周期的ＣＳＩと非周期
的ＣＳＩの両方を報告し得る。
【０１５３】
　[0167]ブロック１４１５で、ＵＥ１１５は、少なくとも１つの二次キャリアに関するＣ
ＳＩ報告に関するＣＳＩ計算に休止期間を含めるかどうかを決定し得る。いくつかの実施
形態では、ＵＥ１１５は、休止期間にわたって、を含めて、最近のチャネル測定値を使用
して少なくとも１つの二次キャリアに関するＣＳＩを報告し得る。いくつかの実施形態で
は、ＵＥ１１５は、少なくとも１つの二次キャリアが非休止であった少なくとも１つの時
間期間の間に得られたチャネル測定値を使用して、その少なくとも１つの二次キャリアの
休止期間に関するＣＳＩを報告し得る。代替で、チャネル測定および干渉報告に関するＣ
ＳＩは異なって対処され得る。たとえば、ＵＥは、チャネル測定のＣＳＩ報告を抑制しな
がら、またはキャリアが休止でなかった時間期間からのチャネル測定値を使用しながら、
いずれかの休止期間に関する測定値に基づいて、（たとえば、ＩＭＲなどに基づく、など
）干渉測定を報告し得る。
【０１５４】
　[0168]ブロック１４２０で、ＵＥ１１５は、ステップ１４１０および１４１５の決定に
基づいて、ＣＳＩを報告し得る。場合によっては、少なくとも１つの二次キャリアに関す
るＣＳＩを報告することは、少なくとも１つの時間期間からのチャネル測定値または干渉
測定値を平均化することを含み得る。たとえば、ＵＥ１１５は、少なくとも１つの二次キ
ャリアが休止でなかったとき、サブフレームから平均化されたチャネル推定値に関するＣ
ＳＩを報告し得る。いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５は、休止サブフレームと非休止
サブフレームの両方から平均化された干渉測定値に関するＣＳＩを報告し得る。
【０１５５】
　[0169]図１５Ａおよび図１５Ｂは、様々な実施形態による、キャリアアグリゲーション
環境における、動的セルモード表示のための方法を示すフローチャート１５００－ａおよ
び１５００－ｂを示す。フローチャート１５００－ａおよび１５００－ｂのステップは、
図１、図２、図５、もしくは図１２を参照した基地局１０５、または図１１を参照したデ
バイス１１００の構成要素によって達成され得る。
【０１５６】
　[0170]それぞれ、フローチャート１５００－ａおよび１５００－ｂのブロック１５０５
－ａおよび１５０５－ｂで、ＵＥ１１５にサービスするｅＮＢ１０５は、複数のキャリア
を使用して、ＵＥ１１５と通信するための構成を確立し得る。一実施形態では、サービン
グｅＮＢは、一次キャリア、特殊二次キャリア、または１つもしくは複数の二次キャリア
を含めて、複数のキャリアを使用して、少なくとも１つのＵＥとの通信のための構成を確
立し得る。
【０１５７】
　[0171]場合によっては、ｅＮＢ１０５は、１つまたは複数のＵＥに関するデュアルコネ
クティビティキャリアアグリゲーションを提供するように動作し得る。たとえば、ＵＥ１
１５は、第１の基地局（たとえば、ＭｅＮＢ）に関連付けられる第１のキャリアグループ
（たとえば、ＭＣＧ）と第２の基地局（たとえば、ＳｅＮＢ）に関連付けられる第２のキ
ャリアグループ（たとえば、ＳＣＧ）とを含む複数キャリア構成に従って、キャリアアグ
リゲーションのために構成され得る。第１のキャリアグループは、一次キャリアだけを含
み得、または一次キャリアと二次キャリアの第１のセットとを含み得る。二次キャリアグ
ループは、二次キャリアの第２のセットを含み得る。フローチャート１５００－ａおよび
１５００－ｂのステップは、たとえば、ＭＣＧの二次キャリアに関するＭｅＮＢによって
、またはＳＣＧの二次キャリアに関するＳｅＮＢによって実行され得る。



(38) JP 2017-509227 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

【０１５８】
　[0172]フローチャート１５００－ａは、セルモードがデフォルトのアクティブモードに
なり得るセルモードの表示を示す。フローチャート１５００－ａのブロック１５１０で、
ｅＮＢ１０５は、二次キャリア（たとえば、ＳＣｅｌｌ）が所定の時間期間（たとえば、
１つまたは複数のフレームまたはサブフレームなど）にわたって休止になるかどうかを決
定し得る。ブロック１５１０で二次キャリアが休止である場合、ブロック１５１５で、ｅ
ＮＢ１０５は表示を送ることを省き得る。
【０１５９】
　[0173]ブロック１５１０で、二次キャリアが所定の時間期間の一部またはすべてにわた
って休止になると決定された場合、ｅＮＢ１０５は、二次キャリアが休止であるという表
示をＵＥに送り得る。表示は、二次キャリア自体を使用して送信され得るか、または二次
キャリアとは異なるキャリア（たとえば、ＰＣｅｌｌまたはＳＳＣｅｌｌ）を介して送信
され得る。実施形態では、二次キャリアが所定の時間期間の一部（たとえば、所定の時間
期間のフレームまたはサブフレーム）にわたって休止である場合、休止インジケータがブ
ロック１５２０で送信される。一実施形態では、これらのステップは休止表示モジュール
１１１５によって達成され得る。場合によっては、これは、休止表示に関して監視された
キャリアの探索空間内でＤＣＩを送信することを備え得る。探索空間は、少なくとも１つ
のＵＥに関する共通探索空間を備え得る。一実施形態では、ＤＣＩはＤＣＩフォーマット
１Ｃに従って送信され得る。
【０１６０】
　[0174]フローチャート１５００－ｂは、セルモードがデフォルトの休止モードになり得
るセルモードの表示を示す。フローチャート１５００－ｂのブロック１５３０で二次キャ
リアが休止である場合、ブロック１５３５で、ｅＮＢ１０５は所定の時間期間にわたって
二次キャリアに関する表示を送ることを省き得る。
【０１６１】
　[0175]ブロック１５３０で、二次キャリアが所定の時間期間のすべてまたは一部にわた
って休止でないと決定された場合、ｅＮＢ１０５は、二次キャリアが休止でないという表
示をＵＥに送ることができる。表示は、二次キャリア自体を使用して送信され得るか、ま
たは二次キャリアとは異なるキャリア（たとえば、ＰＣｅｌｌまたはＳＳＣｅｌｌ）を介
して送信され得る。実施形態では、二次キャリアが所定の時間期間の一部（たとえば、時
間期間のフレームまたはサブフレーム）にわたって休止であり、他の部分にわたってアク
ティブである場合、休止インジケータがブロック１５２０で送信される。一実施形態では
、これらのステップは休止表示モジュール１１１５によって達成され得る。場合によって
は、これは、休止表示に関して監視されたキャリアの探索空間内でＤＣＩを送信すること
を備え得る。探索空間は、少なくとも１つのＵＥに関する共通探索空間を備え得る。一実
施形態では、ＤＣＩはＤＣＩフォーマット１Ｃに従って送信され得る。
【０１６２】
　[0176]いくつかの実施形態では、ブロック１５２０および１５４０で休止表示の送信の
ために使用されるキャリアは、スケジューリング情報に関して使用されるキャリアとは無
関係であり得る。たとえば、休止表示は、二次キャリアがその二次キャリアによってサー
ビスされる１つまたは複数のＵＥに関して自己スケジューリングするために構成されてい
るときでさえ、ＰＣｅｌｌまたはＳＳＣｅｌｌ上で送信され得、または二次キャリアがそ
の二次キャリアによってサービスされる１つまたは複数のＵＥに関するクロスキャリアス
ケジューリングのために構成されるときでさえ、二次キャリア上で送信され得る。
【０１６３】
　[0177]添付の図面に関して上に記載された発明を実施するための形態は、例示的な実施
形態について説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを
表すものではない。本明細書全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、
事例、または例示としての役割を果たすこと」を意味し、「好ましい」または「他の実施
形態よりも有利である」ことを意味しない。発明を実施するための形態は、説明した技法
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の理解を与える目的で具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの特
定の詳細なしに実践される場合がある。いくつかの事例では、説明された実施形態の概念
を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造およびデバイスが、ブロッ
ク図の形式で示されている。
【０１６４】
　[0178]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表される場
合がある。たとえば、上記の説明全体にわたって言及される場合があるデータ、命令、コ
マンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場も
しくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表される
場合がある。
【０１６５】
　[0179]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル論
理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または
本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せによって実
装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替では、
プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状
態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、（たとえば、
ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携す
る１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成）としても
実装され得る。
【０１６６】
　[0180]本明細書において説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行され
るソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセ
ッサによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能はコンピュータ可読媒体上
に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して１つもしくは複数の命令もしくは
コードとして送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範
囲の範囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上で説明された機
能は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれら
のいずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装される場合がある。
機能を実装する特徴はまた、機能の部分が異なる物理的ロケーションにおいて実装される
ように分散されることを含む、様々な位置に物理的に配置される場合がある。また、特許
請求の範囲を含む本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で始まる項目
のリスト内で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくと
も１つ」のリストが、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ
（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的リストを示す。
【０１６７】
　[0181]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両
方を含む。記憶媒体は、汎用または専用のコンピュータによってアクセスされ得る任意の
利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡ
Ｍ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスクストレー
ジ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構
造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用も
しくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る
任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる
。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合
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およびマイクロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するデ
ィスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レー
ザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（di
sc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録
商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に
再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、
コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１６８】
　[0182]本開示の上述の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるよう
に提供される。本開示の様々な変更が当業者には容易に明らかとなり、本明細書において
規定された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に適
用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例または
一事例を示すものであり、言及した例についてのいかなる選好も暗示または要求しない。
したがって、本開示は、本明細書において説明される例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書において開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えら
れるべきである。
【０１６９】
　[0183]本明細書で説明した技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。
「システム」および「ネットワーク」という用語はしばしば互換的に使用される。ＣＤＭ
Ａシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Univer
sal Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、Ｉ
Ｓ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格を包含する。ＩＳ－２００
０　Ｒｅｌｅａｓｅ０およびＡは、一般的に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ば
れる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、
高速パケットエータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは
、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）：Wideband CDMA）とＣＤＭＡの他の変形形
態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Commu
nications）などの無線技術を実装することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラ
モバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤ
Ｍなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル
テレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication Sys
tem）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Long Term Evolu
tion）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）（登録商標）は、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ
、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（
３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記載されて
いる。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」
（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書で説明
されている。本明細書で説明した技法は、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他の
システムおよび無線技術のために使用され得る。ただし、上の説明では、例としてＬＴＥ
システムについて説明し、上の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法
はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
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